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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
幻
想
学
園
の
日
常

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
５
７
６
Ｚ

【
作
者
名
】

　
ば
っ
つ
ぁ
ん

【
あ
ら
す
じ
】

　
こ
こ
は
、
様
々
な
キ
ャ
ラ
が
通
う
学
園
、
幻
想
学
園
！
銀
さ
ん
や
霊
夢
や
ハ

ヤ
テ
や
ル
フ
ィ
等
様
々
な
キ
ャ
ラ
が
大
暴
れ
！
長
崎
を
ベ
ー
ス
に
し
て
る
け
ど

あ
く
ま
で
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
の
で
大
目
に
見
て
く
だ
さ
い
。
後
、
他
の
学
園
系

小
説
を
参
考
に
し
て
い
る
物
も
あ
り
ま
す

登
場
作
品
（
予
定
）
：
東
方
　
銀
魂
　
ハ
ヤ
テ
の
ご
と
く
！
　
け
い
お
ん
！
　

生
徒
会
の
一
存
　
灼
眼
の
シ
ャ
ナ
　
と
あ
る
魔
術
の
禁
書
目
録
　
と
あ
る
科
学

の
超
電
磁
砲
　
ら
き
☆
す
た
　
バ
カ
と
テ
ス
ト
と
召
喚
獣
　
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ

ム
シ
リ
ー
ズ
　
テ
イ
ル
ズ
オ
ブ
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
　
魔
法
少
女
リ
リ
カ
ル
な
の
は
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魔
法
少
女
ま
ど
か
☆
マ
ギ
カ
　
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ
　
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
　

と
ら
ド
ラ
！
　
遊
☆
戯
☆
王
　
ギ
ャ
グ
マ
ン
ガ
日
和
 

ひ
ぐ
ら
し
の
な
く
頃
に

　
星
の
カ
ー
ビ
イ
↑
こ
の
欄
は
随
時
更
新
し
ま
す
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プ
ロ
ロ
ー
グ
：
何
処
の
小
説
で
も
説
明
は
必
要
（
前
書
き
）

始
め
る
前
に
幻
想
学
園
の
説
明
を
し
ま
す
。
一
部
は
Ｈ
Ｖ
ラ
イ
ナ
ー
さ
ん
の
「

と
あ
る
学
園
の
無
責
任
な
日
常
」
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｖ
ラ
イ
ナ
ー
さ

ん
す
み
ま
せ
ん
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ
：
何
処
の
小
説
で
も
説
明
は
必
要

こ
こ
は
、
長
崎
の
佐
世
保
・
大
村
の
狭
間
に
あ
る
市
の
松
上
市
の
東
側
に
海
、

西
側
に
山
に
囲
ま
れ
面
積
は
東
京
ド
ー
ム
１
５
６
個
分
の
広
い
敷
地
を
持
つ
学

園
で
あ
る
。
松
上
市
は
川
棚
、
東
彼
杵
、
大
村
の
一
部
で
構
成
さ
れ
る
こ
の
小

説
だ
け
の
架
空
都
市
で
あ
る

学
校
は
３
学
期
制
で
土
曜
日
曜
と
祝
日
は
一
部
除
い
て
休
み

授
業
は
月
曜
日
以
外
７
コ
マ
で
月
曜
日
の
み
６
コ
マ
（
週
３
４
コ
マ
の
授
業
が

あ
る
）
尚
、
体
育
科
等
は
こ
の
限
り
で
は
な
い

飛
び
級
有

生
徒
総
数
は
小
中
高
併
せ
て
２
万
以
上
居
て
、
中
高
生
は
希
望
者
の
み
寮
生
活

が
可
能

尚
、
今
回
の
舞
台
の
高
校
第
１
校
舎
は
生
徒
数
約
１
５
０
０
人
居
る

寮
は
男
女
完
全
分
離
制
、
一
人
に
一
部
屋
。
た
だ
し
午
前
６
時
～
午
後
１
１
時

ま
で
の
間
は
各
寮
へ
の
出
入
り
が
可
能
。
門
限
は
午
後
１
０
時
３
０
分

生
徒
は
学
生
証
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
所
持
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
買
い
物
、
図
書
館
で
の
本
の
貸
し
出
し
、
鉄
道
・
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
な
ど
公
共
交
通
機
関
の
利
用
な
ど
が
可
能
。
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
使
用
履

歴
は
す
べ
て
学
園
で
管
理
さ
れ
る

 学
園
の
地
下
に
は
約
２
平
方
ｋ
ｍ
深
さ
約
５
０
ｍ
の
地
下
街
が
広
が
り
そ
こ
に

は
劇
場
・
映
画
館
、
巨
大
図
書
館
、
生
徒
専
用
学
習
（
自
習
）
室
、
生
徒
専
用

の
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
・
ボ
ー
リ
ン
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グ
場
な
ど
様
々
な
施
設
が
あ
る

こ
の
学
園
に
は
日
本
各
地
に
同
じ
学
校
法
人
が
経
営
し
て
い
る
学
校
が
あ
る

場
所
：
東
京
都
渋
谷
区
周
辺
、
宮
城
県
仙
台
市
周
辺
、
新
潟
県
長
岡
市
周
辺
、

福
岡
県
中
央
区
天
神
周
辺
、
広
島
県
安
芸
区
中
野
周
辺

こ
れ
ら
を
併
せ
る
と
東
京
ド
ー
ム
４
０
７
個
分
、
全
生
徒
約
１
１
万
に
も
及
ぶ

ま
た
、
姉
妹
校
も
あ
る

場
所
　
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、

ロ
シ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ケ
ニ
ア
、
南
ア
フ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス

寮
の
概
要

３
０
階
建

一
部
を
除
き
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
で
３
部
屋
あ
る
。
１
部
屋
５
畳

風
呂
は
共
同
の
大
浴
場

ト
イ
レ
、
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
は
各
部
屋
に
あ
る

エ
ア
コ
ン
、
バ
ル
コ
ニ
ー
、
テ
レ
ビ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
有

Ｂ
１
↓
駐
車
場

１
階
↓
ラ
ウ
ン
ジ
、
コ
ン
ビ
ニ
、
大
浴
場

２
階
↓
食
堂
、
生
協
、
ス
ー
パ
ー

以
上
が
幻
想
学
園
の
概
要

歴
史
は
江
戸
末
期
か
ら
第
２
次
世
界
大
戦
以
外
は
全
て
日
本
と
同
じ
歴
史

江
戸
末
期
：
天
人
襲
来
そ
れ
に
よ
り
天
人
中
心
の
政
治
に

第
２
次
世
界
大
戦
：
敗
戦
し
幕
府
政
治
か
ら
天
皇
政
治
に

こ
の
頃
、
魔
法
が
日
本
に
伝
わ
り
始
め
る

幻
想
学
園
：
１
９
３
２
年
軍
士
官
校
と
し
て
開
設
　
地
下
も
当
初
は
戦
車
や
戦
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艦
や
戦
闘
機
な
ど
が
作
ら
れ
て
い
た
が
敗
戦
後
、
現
学
園
長
で
高
校
第
１
校
舎

の
校
長
で
あ
る
八
雲
紫
が
学
校
を
買
い
取
り
戦
争
色
を
一
切
排
除
し
現
在
に
至
る

Ｃ
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
！

あ
く
ま
で
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
な
の
で
、
た
い
て
い
の
事
は
大
目
に
見
て
く
だ
さ
い
。

後
、
キ
ャ
ラ
崩
壊
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
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プ
ロ
ロ
ー
グ
：
何
処
の
小
説
で
も
説
明
は
必
要
（
後
書
き
）

引
き
続
き
、
本
編
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
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第
１
話
：
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
っ
て
カ
オ
ス
し
か
生
ま
な
い
よ
ね
？
（
前
書
き
）

Ｃ
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
！

こ
の
小
説
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
そ
こ
ら
へ
ん
は
大
目
に
見
て
く
だ
さ
い
。

Ｏ
Ｐ
：
Ｂ
ａ
ｄ
Ａ
ｐ
ｐ
ｌ
ｅ
！
！
ｆ
ｅ
ａ
ｔ
．
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
ｋ
ｏ

知
ら
な
い
方
は
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
や
ニ
コ
ニ
コ
動
画
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。



9

第
１
話
：
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
っ
て
カ
オ
ス
し
か
生
ま
な
い
よ
ね
？

こ
こ
は
、
松
上
町
（
何
度
も
言
っ
て
ま
す
が
架
空
都
市
で
す
）
の
外
れ
に
あ
る

神
社
、
博
麗
神
社
。

そ
の
神
社
に
巫
女
で
あ
る
博
麗
霊
夢
が
い
た

霊
夢
「
あ
～
朝
か
・
・
・
」

レ
テ
ィ
「
お
早
う
、
霊
夢
」

こ
の
人
は
レ
テ
ィ
・
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ッ
ク
。
霊
夢
の
神
社
に
居
候
し
て
い
る

霊
夢
「
ん
？
レ
テ
ィ
？
賽
銭
あ
っ
た
？
」

レ
テ
ィ
「
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

霊
夢
「
何
で
賽
銭
が
来
な
い
の
よ
」

説
明
す
る
が
霊
夢
は
貧
乏
で
あ
る

霊
夢
「
と
り
あ
え
ず
、
幻
想
学
園
に
行
く
か
」

レ
テ
ィ
「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
～
」

後
、
言
っ
て
お
く
と
霊
夢
は
幻
想
学
園
の
物
語
の
中
心
と
な
る
２
Ｚ
の
生
徒
で

あ
る

場
所
は
変
わ
っ
て
、
松
上
町
の
海
沿
い
に
位
置
す
る
幻
想
学
園

銀
髪
の
男
「
オ
ラ
オ
ラ
～
遅
刻
す
っ
ぞ
～
」

黒
髪
の
男
「
あ
と
５
分
で
予
鈴
が
鳴
る
。
急
げ
」

金
髪
の
女
性
「
皆
さ
ん
急
い
で
く
だ
さ
い
」

学
園
の
高
校
第
１
校
舎
に
二
人
の
男
と
九
尾
の
狐
み
た
い
な
金
髪
の
女
性
が
立
つ

銀
髪
の
方
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
（
？
）
銀
魂
の
主
人
公
の
坂
田
銀
時
、
黒
髪
の

方
は
こ
ち
ら
も
言
わ
ず
と
知
れ
た
（
？
）
ガ
ン
ダ
ム
Ｏ
Ｏ
の
主
人
公
の
刹
那
・

Ｆ
・
セ
イ
エ
イ
、
そ
し
て
九
尾
み
た
い
な
金
髪
の
女
性
は
学
園
長
で
第
１
校
舎

の
校
長
で
も
あ
る
八
雲
紫
の
式
神
で
あ
る
八
雲
藍
で
あ
る

銀
時
は
物
語
の
中
心
で
あ
る
高
等
部
２
年
Ｚ
組
の
担
任
、
刹
那
と
藍
は
高
等
部

２
年
Ｚ
組
の
副
担
任
で
あ
る

銀
時
は
基
本
グ
ー
ダ
ラ
し
て
る
が
や
る
時
は
や
る
人
で
刹
那
は
ガ
ン
ダ
ム
バ
カ
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で
藍
は
自
分
の
式
神
で
あ
る
橙
を
過
保
護
っ
て
し
か
も
鼻
血
を
よ
く
出
す
人
で

あ
る

ち
な
み
に
、
橙
は
２
Ｚ
の
生
徒
で
あ
る

刹
那
　
藍
「
扱
い
が
酷
く
な
い
か
？
」

・
・
・
す
み
ま
せ
ん

尚
、
こ
の
小
説
に
主
人
公
な
ん
て
い
な
い
。
今
回
は
さ
っ
き
登
場
し
た
霊
夢
視

点
で
お
送
り
し
ま
す

霊
夢
「
遅
刻
す
る
所
だ
っ
た
～
」

新
八
「
あ
っ
、
霊
夢
さ
ん
。
お
早
う
ご
ざ
い
ま
す
」

霊
夢
「
お
は
よ
。
新
八
」

さ
っ
き
、
霊
夢
に
話
し
か
け
て
き
た
の
は
少
年
駄
眼
鏡
の
志
村
新
八

こ
の
小
説
、
カ
オ
ス
し
か
生
ま
な
い
の
で
欠
か
せ
な
い
ツ
ッ
コ
ミ
役
で
あ
る

で
、
教
室
は
・
・
・

沖
田
「
く
た
ば
れ
！
土
方
ァ
！
」

土
方
「
何
し
や
が
る
ん
だ
！
沖
田
ァ
！
」

同
じ
ク
ラ
ス
で
風
紀
委
員
の
沖
田
が
土
方
に
襲
い
掛
か
っ
た
り

黒
子
「
お
姉
様
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！
！
！
！
！
」

御
坂
「
え
え
え
え
え
え
い
い
！
！
！
う
っ
と
お
し
い
！
！
！
」

同
じ
く
風
紀
委
員
の
御
坂
が
黒
子
を
超
電
磁
砲
で
ぶ
っ
放
し
た
り

悟
空
「
御
坂
ァ
、
何
す
る
ん
だ
？
オ
ラ
の
弁
当
が
ぶ
っ
飛
ん
じ
ま
っ
た
よ
」

神
楽
「
そ
う
ア
ル
！
温
か
い
ご
飯
が
真
っ
黒
に
染
ま
っ
た
ヨ
！
」

ル
フ
ィ
「
俺
た
ち
『
早
朝
早
弁
の
会
』
の
会
合
を
邪
魔
す
る
ん
じ
ゃ
ね
ー
よ
！
」

悟
空
と
神
楽
と
ル
フ
ィ
が
早
弁
し
て
い
た

霊
夢
「
羨
ま
し
い
・
・
・
」

す
る
と
、
風
紀
委
員
長
で
あ
る
ゴ
リ
ラ
・
・
・
も
と
い
近
藤
勲
が
新
八
の
姉
で

あ
る
志
村
妙
の
所
に
来
た

近
藤
「
お
妙
」

お
妙
「
朝
か
ら
う
る
せ
ー
ん
だ
よ
！
！
！
！
ク
ソ
ゴ
リ
ラ
！
！
！
」

バ
キ
！
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近
藤
「
ギ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
！
！
！
！
！
！
！

！
！
！
！
！
」

ハ
ヤ
テ
「
お
妙
さ
ん
・
・
・
ス
ト
ー
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
気
持
ち
解
り
ま
す
よ
・

・
・
」

ナ
ギ
の
執
事
で
あ
る
ハ
ヤ
テ
が
呟
い
た
　
彼
は
２
Ａ
に
い
る
ガ
チ
・
・
の
瀬
川

虎
鉄
に
ス
ト
ー
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

妹
紅
「
死
ね
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
！
！
！
！
！
ク
ソ
ニ
ー
ト
ォ
！
」

輝
夜
「
お
前
が
死
ね
ェ
！
妹
紅
！
」

同
じ
ク
ラ
ス
で
あ
る
蓬
莱
山
輝
夜
が
２
Ｔ
の
藤
原
妹
紅
と
殺
し
合
い
し
て
い
た

霊
夢
「
殺
し
合
い
す
る
な
ら
外
で
や
れ
よ
・
・
・
」

魔
理
沙
「
殺
し
合
い
っ
て
、
二
人
と
も
不
死
身
だ
け
ど
な
」

霊
夢
は
同
じ
ク
ラ
ス
の
魔
理
沙
と
話
し
て
い
た

当
麻
「
ギ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
！
！
！
！
！
不
幸
だ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
！

！
！
」

同
じ
ク
ラ
ス
の
上
条
当
麻
が
妹
紅
と
輝
夜
の
殺
し
合
い
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
た
。

当
麻
は
何
と
か
振
り
切
っ
た
が
・
・
・

鈴
仙
「
あ
！
」

当
麻
「
う
わ
ぁ
！
」

当
麻
が
鈴
仙
と
ぶ
つ
か
り
転
び
そ
う
に
な
っ
た
。
で
何
故
か
手
が
誰
か
の
頭
に

当
た
っ
た
。
そ
れ
は
レ
ミ
リ
ア
の
頭
だ
っ
た

当
麻
「
・
・
・
・
・
あ
っ
、
吸
血
鬼
・
・
・
」

レ
ミ
リ
ア
「
死
ね
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
！
！
！
！
！
ス
ピ
ア
・
ザ
・
グ
ン
グ
ニ
ル
！
」

咲
夜
「
お
嬢
様
に
攻
撃
す
る
奴
は
即
処
刑
じ
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！

！
！
！
」

当
麻
「
不
幸
だ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
！
！
！
！

！
！
！
！
！
！
」

間
髪
入
れ
ず
に
レ
ミ
リ
ア
と
咲
夜
は
当
麻
に
弾
幕
を
放
っ
た
。
そ
し
て
、
当
麻

の
悲
鳴
が
響
い
た

鈴
仙
（
当
麻
さ
ん
・
・
・
・
・
ご
め
ん
な
さ
い
）

銀
時
「
お
～
い
、
チ
ャ
イ
ム
鳴
っ
て
ん
ぞ
～
席
に
着
け
～
」
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銀
時
の
一
声
で
全
員
が
自
分
の
席
に
座
っ
た

こ
の
後
は
Ｈ
Ｒ
や
授
業
に
入
る
の
だ
が
今
回
は
カ
ッ
ト
。
そ
の
代
り
に
２
年
Ｚ

組
の
ク
ラ
ス
票
を
公
開
し
よ
う

２
年
Ｚ
組
ク
ラ
ス
票

　担
任
：
坂
田
銀
時
（
現
国
）
　
副
担
任
：
刹
那
・
Ｆ
・
セ
イ
エ
イ
（
物
理
、
体

育
）
　
八
雲
藍
（
数
学
）

　銀
魂
：
志
村
新
八
　
神
楽
　
土
方
十
四
郎
　
沖
田
総
悟
　
近
藤
勲
　
山
崎
退
　

志
村
妙
　
柳
生
九
兵
衛
　
東
条
歩
　
さ
っ
ち
ゃ
ん
　
桂
小
太
郎

東
方
：
博
麗
霊
夢
　
霧
雨
魔
理
沙
　
ア
リ
ス
・
マ
ー
ガ
ト
ロ
イ
ド
　
東
風
谷
早

苗
　
レ
ミ
リ
ア
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
　
十
六
夜
咲
夜
　
パ
チ
ュ
リ
ー
・
ノ
ー
レ
ッ

ジ
　
橙
　
鈴
仙
・
優
曇
華
院
・
イ
ナ
バ
　
蓬
莱
山
輝
夜
　
比
那
名
居
天
子
　
永

江
衣
玖
 
 
 

射
命
丸
文

け
い
お
ん
！
：
平
沢
唯
　
秋
山
澪
　
田
井
中
律
　
琴
吹
紬

ハ
ヤ
テ
の
ご
と
く
！
：
綾
崎
ハ
ヤ
テ
　
三
千
院
ナ
ギ
　
西
沢
歩
　
桂
ヒ
ナ
ギ
ク

バ
カ
と
テ
ス
ト
と
召
喚
獣
：
吉
井
明
久
　
姫
路
瑞
希
　
坂
本
雄
二
　
霧
島
翔
子

　
島
田
美
波
　
木
下
秀
吉
　
ム
ッ
ツ
リ
ー
ニ

と
あ
る
魔
術
の
禁
書
目
録
：
上
条
当
麻
　
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
　
御
坂
美
琴
　
白
井

黒
子

ワ
ン
ピ
ー
ス
：
モ
ン
キ
ー
・
Ｄ
・
ル
フ
ィ
　
ロ
ロ
ノ
ア
・
ゾ
ロ
　
ナ
ミ
　
サ
ン

ジ
　
ト
ニ
ー
・
ト
ニ
ー
・
チ
ョ
ッ
パ
ー
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ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
：
孫
悟
空
　
ヤ
ム
チ
ャ

生
徒
会
の
一
存
：
杉
崎
鍵
　
椎
名
深
夏

灼
眼
の
シ
ャ
ナ
：
シ
ャ
ナ
　
坂
井
悠
二
　
吉
田
一
美

計
６
５
人

ク
ラ
ス
委
員
長
：
霧
島
翔
子

副
委
員
長
：
レ
ミ
リ
ア
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト

尚
、
な
の
は
と
か
ま
ど
か
と
か
あ
ず
に
ゃ
ん
と
か
フ
ラ
ン
と
か
い
な
い
じ
ゃ
ん

！
と
突
っ
込
ん
だ
人
、
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

な
の
は
達
は
別
ク
ラ
ス
も
し
く
は
別
学
年
の
生
徒
、
い
ず
れ
登
場
す
る

ま
、
そ
こ
ら
へ
ん
は
き
ち
ん
と
し
て
い
る

次
回
か
ら
こ
の
学
園
の
日
常
を
描
く
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第
１
話
：
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
っ
て
カ
オ
ス
し
か
生
ま
な
い
よ
ね
？
（
後
書
き
）

感
想
や
質
問
を
待
っ
て
い
ま
す
！

処
女
作
の
「
ア
ニ
メ
・
ゲ
ー
ム
の
キ
ャ
ラ
で
野
球
大
会
」
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
！



15

第
２
話
：
七
不
思
議
っ
て
あ
る
と
調
べ
て
み
た
く
な
る
（
前
書
き
）

作
者
「
さ
あ
！
第
２
話
！
」

梓
「
何
で
私
も
こ
こ
に
い
る
ん
で
し
ょ
う
か
・
・
・
」

魔
理
沙
「
Ｏ
Ｐ
は
桃
源
郷
エ
イ
リ
ア
ン
で
お
送
り
す
る
ぜ
」

ゆ
っ
く
り
「
ゆ
っ
く
り
し
て
い
っ
て
ね
！
！
」
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第
２
話
：
七
不
思
議
っ
て
あ
る
と
調
べ
て
み
た
く
な
る

或
る
日
の
昼
休
み
、
風
紀
委
員
の
集
団
が
怪
談
の
話
を
し
て
い
た
。

風
紀
委
員
Ａ
「
て
さ
ー
・
・
・
そ
の
女
は
言
っ
た
ん
だ
よ
。
何
で
こ
ん
な
所
に

い
る
か
っ
て
。
そ
し
た
ら
そ
の
女
が
・
・
・
」

ゴ
ク
リ
と
誰
か
が
生
唾
を
飲
む
音
が
し
た

風
紀
委
員
Ａ
「
そ
の
女
」

土
方
「
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
が
足
り
な
い
ん
だ
け
ど
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
！
！
！

！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

風
紀
委
員
Ａ
「
何
や
っ
て
ん
す
か
土
方
さ
ん
！
肝
心
の
オ
チ
が
台
無
し
じ
ゃ
な

い
っ
す
か
！
」

風
紀
委
員
の
一
人
が
後
ろ
か
ら
現
れ
た
土
方
に
文
句
を
言
っ
た
。

土
方
「
知
る
か
。
ん
な
こ
と
よ
り
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
が
足
り
な
い
ん
だ
よ
」

土
方
の
手
に
は
並
々
と
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
盛
っ
た
焼
き
そ
ば
パ
ン
。

風
紀
委
員
Ａ
「
そ
れ
も
う
焼
き
そ
ば
パ
ン
じ
ゃ
ね
ー
よ
！
大
盛
り
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

お
ま
け
に
焼
き
そ
ば
パ
ン
だ
よ
！
」

風
紀
委
員
Ｂ
「
大
変
だ
！
委
員
長
と
妖
夢
さ
ん
が
」

一
人
の
風
紀
委
員
が
気
絶
し
て
い
る
ゴ
リ
ラ
と
妖
夢
を
指
差
し
た

風
紀
委
員
Ａ
「
最
悪
だ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

皆
が
叫
ん
で
い
る
間
に
土
方
は
外
へ
行
っ
た

土
方
「
・
・
・
っ
た
く
、
何
が
最
悪
だ
。
俺
は
マ
ヨ
が
無
く
て
最
悪
だ
」

そ
う
呟
き
土
方
は
玄
関
前
の
大
樹
で
焼
き
そ
ば
パ
ン
・
・
・
も
と
い
マ
ヨ
ネ
ー

ズ
に
か
ぶ
り
つ
い
た

授
業
が
終
わ
り
放
課
後
、
新
八
と
明
久
と
シ
ャ
ナ
は
メ
ロ
ン
パ
ン
を
買
い
に
学

園
内
に
あ
る
パ
ン
屋
に
行
っ
た

明
久
「
そ
ろ
そ
ろ
帰
ら
な
い
と
」

新
八
「
そ
う
い
え
ば
吉
井
君
は
寮
暮
ら
し
だ
っ
た
ね
」

明
久
「
あ
あ
」
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新
八
「
そ
れ
じ
ゃ
、
ま
た
明
日
」

新
八
と
シ
ャ
ナ
は
家
へ
帰
ろ
う
と
し
た
・
・
・
と
思
っ
た
ら
校
舎
側
か
ら
悲
鳴

が
聞
こ
え
た

シ
ャ
ナ
「
何
！
」

明
久
と
新
八
と
シ
ャ
ナ
は
悲
鳴
の
あ
っ
た
方
へ
と
走
っ
て
行
っ
た
。
そ
こ
に
は

う
ず
く
ま
っ
て
い
る
一
人
の
女
生
徒
が
い
た

明
久
「
大
丈
夫
か
？
な
に
が
あ
っ
た
！
」

女
子
生
徒
「
ゆ
・
・
・
幽
霊
・
・
・
」

明
久
「
へ
？
」

女
子
生
徒
「
学
校
の
方
で
幽
霊
が
出
た
の
よ
！
」

新
八
は
少
し
戸
惑
っ
た
。
幽
霊
な
ん
て
い
る
は
ず
が
な
い
。
だ
が
そ
の
女
生
徒

の
目
は
真
剣
だ
っ
た

新
八
「
ま
ぁ
、
明
日
に
も
銀
さ
ん
に
伝
え
て
お
く
よ
」

女
子
生
徒
「
わ
・
・
・
わ
か
っ
た
」

そ
の
女
子
生
徒
は
寮
暮
ら
し
だ
っ
た
の
で
明
久
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。
新

八
と
シ
ャ
ナ
も
帰
路
に
着
い
た

そ
の
夜
中
、
レ
ミ
リ
ア
と
杉
崎
は
忘
れ
物
を
取
り
に
夜
の
学
校
に
い
た

鍵
「
珍
し
い
な
、
お
前
が
忘
れ
物
っ
て
」

レ
ミ
リ
ア
「
う
～
☆
」

カ
リ
ス
マ
な
の
に
・
・
・
で
杉
崎
が
懐
中
電
灯
で
廊
下
を
照
ら
し
て
い
る
。
い

か
に
も
何
か
出
そ
う
な
予
感
。
で
２
Ｚ
教
室
。
レ
ミ
リ
ア
と
杉
崎
の
忘
れ
物
を

回
収
し
て
帰
ろ
う
と
し
た
。
し
か
し
・
・
・
何
か
の
声
が
聞
こ
え
た

レ
ミ
リ
ア
　
鍵
「
あ
・
・
・
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

ア
ア
ア
！
！
！
！
！
！
！
」

と
叫
び
な
が
ら
全
速
力
で
学
校
か
ら
去
っ
た

次
の
日

レ
ミ
リ
ア
「
だ
か
ら
聞
こ
え
た
の
よ
！
謎
の
声
を
！
」

鍵
「
本
当
だ
！
謎
の
声
！
」
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し
か
し
、
誰
も
信
用
し
な
か
っ
た

土
方
「
本
当
か
よ
。
信
じ
ら
れ
ね
ー
な
」

土
方
も
疑
っ
て
る

沖
田
「
ど
う
せ
、
杉
崎
が
夜
の
学
校
で
（
ピ
ー
ー
ー
！
）
と
か
（
ピ
ー
ー
ー
！
）

ロ
リ
コ
ン
バ
カ

を
や
っ
て
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
ぃ
？
」

鍵
「
ち
ょ
っ
と
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
！
！
！
！
！
俺
！
そ
ん
な
に
憎
い
の
！
？
」

レ
ミ
リ
ア
「
ん
な
わ
け
あ
る
か
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
！
！
！
ス
ピ
ア
・

ザ
・
グ
ン
グ
ニ
ル
！
」

レ
ミ
リ
ア
＋
咲
夜
が
沖
田
を
弾
幕
で
ぶ
っ
放
し
た

悟
空
「
幽
霊
か
・
・
・
つ
え
ー
の
か
な
ぁ
？
」

幽
霊
と
戦
う
気
マ
ン
マ
ン
の
悟
空
。

新
八
「
幽
霊
・
・
・
」

そ
の
言
葉
を
聞
い
て
反
応
し
た
の
が
新
八
と
明
久
。
昨
日
の
女
生
徒
に
も
幽
霊

と
言
葉
が
出
た
の
だ

レ
ミ
リ
ア
「
明
久
？
ど
う
し
た
？
」

バ
カ

明
久
「
バ
カ
は
止
め
て
く
れ
。
レ
ミ
リ
ア
、
ち
ょ
っ
と
そ
の
話
を
し
て
く
れ
な

い
か
？
」

レ
ミ
リ
ア
「
い
い
わ
」

レ
ミ
リ
ア
は
昨
日
の
事
を
新
八
と
明
久
に
話
し
た

明
久
「
実
は
昨
日
の
放
課
後
、
幽
霊
を
見
た
女
生
徒
が
い
ま
し
た
」

レ
ミ
リ
ア
「
嘘
！
」

新
八
「
本
当
で
す
。
そ
の
人
は
酷
く
怯
え
て
い
ま
し
た
」

雄
二
「
偶
然
か
？
」

明
久
「
さ
ぁ
」

そ
の
後
、
銀
時
が
教
室
に
入
り
朝
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
が
始
ま
っ
た

銀
時
「
い
き
な
り
だ
が
、
昨
日
幽
霊
騒
動
が
あ
っ
た
。
い
た
ず
ら
し
た
奴
出
て

来
い
。
」

と
銀
時
は
こ
う
言
っ
た
。
で
、
一
部
の
生
徒
か
ら
声
が
上
が
っ
た
。
子
供
か
？

と
か
ガ
キ
っ
ぽ
い
と
か

銀
時
「
・
・
・
こ
の
ク
ラ
ス
に
は
い
ね
ー
み
た
い
だ
な
。
じ
ゃ
ー
こ
れ
で
朝
の



19

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
は
終
了
だ
」

銀
時
は
教
室
か
ら
出
て
行
っ
た
。
そ
の
後
、
生
徒
達
の
話
で
幽
霊
の
事
が
話
題

と
な
っ
た

神
楽
「
知
っ
て
る
ア
ル
か
？
こ
の
学
校
の
七
不
思
議
」

ル
フ
ィ
「
し
ら
ね
ー
な
ー
ど
う
い
う
も
ん
だ
？
」

神
楽
「
そ
れ
は
ね
・
・
・
」

神
楽
が
ル
フ
ィ
に
幻
想
学
園
七
不
思
議
を
教
え
た
。

・
廊
下
に
響
く
謎
の
音

・
職
員
室
の
霊

・
古
の
黒
魔
術
師

・
暗
黒
の
魔
物
達

・
炎
の
ラ
ン
ナ
ー

・
理
科
実
験
室
に
響
く
ギ
シ
ギ
シ
音
と
喘
ぎ
声

ル
フ
ィ
「
す
げ
ー
な
ー
！
今
度
ク
ラ
ス
の
皆
で
肝
試
し
や
ろ
ー
ぜ
ー
！
」

神
楽
「
い
い
ア
ル
ね
！
」

そ
の
後
、
神
楽
と
ル
フ
ィ
は
ク
ラ
ス
の
皆
に
肝
試
し
の
事
を
話
し
た
。
で
、
そ

の
夜
中
。

ル
フ
ィ
「
皆
、
集
ま
っ
た
か
？
」

ル
フ
ィ
が
声
を
か
け
た
　
参
加
者
は
新
八
と
天
子
と
衣
玖
と
ル
フ
ィ
と
チ
ョ
ッ

パ
ー
と
悟
空
と
神
楽
と
明
久
と
雄
二
と
霧
島
以
上
の
面
々
だ
っ
た

悟
空
「
楽
し
み
だ
な
ー
！
幽
霊
と
戦
う
の
」

天
子
「
変
な
事
言
う
な
」

衣
玖
「
来
た
ら
ど
う
す
る
ん
で
す
が
ね
～
」

悟
空
「
大
丈
夫
だ
よ
！
オ
ラ
が
倒
す
か
ら
！
」

天
子
と
悟
空
が
や
り
取
り
し
て
い
る
中

唯
「
あ
れ
ー
？
皆
も
集
ま
っ
た
ん
だ
ー
？
」

向
こ
う
側
か
ら
放
課
後
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
の
面
々
が
来
た
。

ル
フ
ィ
「
律
、
お
め
ー
も
肝
試
し
か
」

律
「
そ
う
だ
よ
ー
。
」

澪
「
わ
わ
わ
わ
わ
わ
私
は
さ
ん
・
・
・
参
加
し
な
い
っ
て
言
っ
た
の
に
・
・
・
」
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澪
は
涙
目
で
訴
え
て
い
る
。

律
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
集
ま
っ
た
事
だ
し
夜
の
」

銀
時
「
何
だ
テ
メ
―
ら
、
夜
の
学
校
で
何
す
る
つ
も
り
だ
ー
？
」

銀
時
が
レ
ミ
リ
ア
と
咲
夜
と
杉
崎
と
ヒ
ナ
ギ
ク
と
霊
夢
を
連
れ
て
や
っ
て
き
た

新
八
「
銀
さ
ん
。
そ
れ
に
霊
夢
さ
ん
や
レ
ミ
リ
ア
さ
ん
達
ま
で
」

霊
夢
「
百
円
で
手
を
打
っ
た
の
よ
」

皆
（
ど
ん
だ
け
貧
乏
な
ん
だ
・
・
・
・
・
）

ま
あ
い
ろ
い
ろ
と
あ
っ
て
２
Ｚ
の
面
々
は
夜
の
学
校
に
入
り
七
不
思
議
解
明
ツ

ア
ー
を
始
め
た
。
ま
ず
最
初
に
廊
下
に
響
く
謎
の
音

ル
フ
ィ
「
謎
の
音
っ
て
何
だ
よ
？
」

新
八
「
知
り
ま
せ
ん
よ
。
」

そ
ん
な
事
を
言
い
な
が
ら
廊
下
を
歩
い
て
い
た
。
最
初
何
も
な
か
っ
た
が
・
・
・

の
ち
の
ち
に
ガ
タ
・
・
・
ガ
タ
・
・
・
と
音
が
聞
こ
え
た
。

雄
二
「
え
？
」

天
子
「
マ
ジ
？
」

咲
夜
「
嘘
？
」

誰
も
が
声
を
上
げ
た
。
だ
が
こ
こ
で
恐
怖
心
も
か
け
ら
も
な
い
ル
フ
ィ
、
悟
空
、

神
楽
が
音
が
聞
こ
え
て
い
る
教
室
に
向
か
っ
て
行
っ
た

天
子
「
バ
カ
共
！
私
の
前
に
立
つ
な
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
！
！
！
」

明
久
「
呪
わ
れ
る
ゥ
ゥ
ゥ
！
！
！
」

翔
子
「
雄
二
！
怖
い
！
！
！
」

雄
二
「
だ
か
ら
っ
て
首
を
締
め
る
な
！
翔
子
！
」

と
騒
ぐ
奴
等

銀
時
「
ま
あ
ま
あ
、
こ
こ
は
、
落
ち
着
い
て
行
け
は
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」

銀
時
は
そ
う
い
う
が
、
膝
が
ガ
ク
ブ
ル
で
顔
が
真
っ
青
だ
っ
た

唯
「
せ
ん
せ
ー
、
怖
い
で
す
か
？
」

銀
時
「
な
な
な
！
！
！
こ
こ
こ
怖
い
な
訳
ね
ぇ
だ
ろ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
オ
オ
オ
オ

オ
オ
！
！
！
！
！
」

銀
時
の
声
が
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
銀
時
は
白
眼
を
向
い
て

気
絶
し
た
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新
八
「
せ
ん
せ
ェ
ェ
ェ
！
！
！
！
！
」

律
「
大
変
だ
！
澪
が
」

向
く
と
澪
が
同
じ
よ
う
に
白
眼
を
向
い
て
気
絶
し
た

明
久
「
最
悪
だ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
！
！
！
！
！
」

新
八
と
チ
ョ
ッ
パ
ー
後
、
動
け
る
面
子
が
ビ
ビ
り
コ
ン
ビ
を
引
き
ず
っ
て
３
バ

カ
の
所
へ
行
っ
た

ル
フ
ィ
「
お
せ
ー
ぞ
。
お
め
ー
等
」

悟
空
「
オ
ラ
、
腹
減
っ
ち
ま
っ
た
ぞ
」

神
楽
「
び
び
っ
て
動
け
な
く
な
っ
た
と
思
っ
た
ア
ル
。
」

バ
カ
三
人
組
が
音
が
発
し
て
い
る
教
室
の
前
で
待
っ
て
い
て
く
れ
た
。

銀
時
「
い
い
か
、
１
，
２
の
、
３
で
あ
け
る
か
ら
な
」

新
八
「
は
い
」

銀
時
は
教
室
の
ド
ア
を
手
に
し
息
を
吸
っ
た
。

明
久
「
１
、
」

天
子
「
２
の
」

銀
時
「
さ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ん
！
」

勢
い
よ
く
教
室
の
扉
を
開
け
た
！
そ
こ
に
い
た
人
物
が
目
に
し
た
光
景
と
は
！

近
藤
「
お
妙
さ
ー
ん
」

と
あ
る
男
子
生
徒
が
椅
子
に
頬
ず
り
を
し
て
い
た
。
も
う
台
詞
で
分
か
る
だ
ろ

う
。
風
紀
委
員
長
、
近
藤
だ
っ
た

近
藤
「
お
妙
さ
ー
ん
。
ん
ふ
ふ
っ
、
ん
ふ
ふ
っ
」

新
八
「
何
し
て
ん
の
？
」

新
八
が
変
な
も
の
を
見
る
目
で
バ
カ
ゴ
リ
ラ
を
見
つ
め
た
。

近
藤
「
し
し
し
し
・
・
・
新
八
君
？
あ
れ
？
皆
ァ
！
な
ん
で
こ
こ
に
？
」

唯
「
七
不
思
議
解
明
ツ
ア
ー
や
っ
て
る
の
」

顔
色
一
つ
変
え
な
い
で
唯
が
言
っ
た
。

銀
時
「
オ
メ
ー
は
何
や
っ
て
ん
だ
？
」

近
藤
「
あ
・
・
あ
の
・
・
・
え
と
・
・
・
・
そ
の
・
・
・
ア
レ
で
す
！
ア
レ
ア

レ
！
」

レ
ミ
リ
ア
「
そ
う
か
・
・
・
ア
レ
な
の
ね
・
・
・
」
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レ
ミ
リ
ア
は
ス
ピ
ア
を
召
還
し
た

レ
ミ
リ
ア
「
私
は
な
ん
て
愚
か
な
の
か
し
ら
・
・
・
あ
ん
な
バ
カ
な
も
の
に
ビ

ビ
っ
て
・
・
・
」

ゴ
リ
ラ
は
察
知
し
た
。
レ
ミ
リ
ア
が
怒
り
の
オ
ー
ラ
を
放
っ
て
る
こ
と
に

レ
ミ
リ
ア
「
神
槍
・
・
・
」

近
藤
「
あ
わ
わ
わ
！
待
て
！
こ
ん
な
こ
と
し
ち
ゃ
！
」

レ
ミ
リ
ア
「
ス
ピ
ア
・
ザ
・
グ
ン
グ
ニ
ル
！
！
！
！
！
」

レ
ミ
リ
ア
の
必
殺
技
が
ゴ
リ
ラ
に
決
ま
っ
た
。
ゴ
リ
ラ
が
倒
れ
た
。
そ
れ
に
続

い
て
銀
時
、
神
楽
、
雄
二
、
霧
島
、
咲
夜
の
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
き
、
ル
フ
ィ
の
ゴ

ム
ゴ
ム
の
ガ
ト
リ
ン
グ
と
霊
夢
の
夢
想
封
印
が
全
て
ゴ
リ
ラ
の
腹
に
決
ま
り
、

ト
ド
メ
に
悟
空
の
か
め
は
め
破
と
天
子
の
全
人
類
の
緋
想
天
が
決
ま
っ
た

近
藤
「
ギ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
！
！
！
！
！
！
！

！
！
！
！
！
！
」

ゴ
リ
ラ
は
そ
の
ま
ま
気
絶
し
た

銀
時
「
次
行
く
ぞ
」

新
八
「
は
い
」

銀
時
た
ち
は
何
事
も
な
か
っ
た
の
よ
う
に
そ
の
場
を
去
っ
た

銀
時
「
次
は
職
員
室
か
・
・
・
ど
う
せ
し
ょ
ー
も
ね
ー
オ
チ
だ
ろ
ー
？
」

も
う
怪
談
オ
ー
ラ
ゼ
ロ
の
銀
時
が
言
っ
た
。
他
の
皆
も
あ
ん
な
も
の
を
目
に
し

た
の
で
何
か
が
吹
っ
切
れ
た
。

銀
時
「
で
、
案
の
定
職
員
室
か
ら
声
が
聞
こ
え
て
る
け
ど
よ
ー
」

職
員
室
か
ら
は
泣
き
声
が
聞
こ
え
て
い
た

銀
時
「
・
・
・
開
け
る
ぞ
ー
」

銀
時
は
普
通
に
ド
ア
を
開
け
た
。
で
、
目
に
し
た
の
は

服
部
「
う
う
う
う
う
う
う
」

銀
時
「
何
や
っ
て
ん
の
服
部
君
。
」

そ
こ
に
は
銀
時
の
同
僚
で
２
Ｋ
の
副
担
任
の
服
部
が
自
分
の
尻
に
座
薬
を
入
れ

て
い
た
の
だ

服
部
「
あ
、
銀
時
先
生
。
ど
う
し
た
ん
で
す
か
？
ア
ン
タ
も
イ
ボ
痔
か
？
」
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銀
時
「
ん
な
わ
け
ね
ー
だ
ろ
、
何
や
っ
て
ん
だ
よ
こ
ん
な
遅
く
に
」

服
部
「
い
や
ー
ね
ー
見
て
の
通
り
だ
よ
。
俺
さ
ぁ
家
族
に
イ
ボ
痔
の
事
内
緒
に

し
て
ん
だ
よ
。
隠
れ
て
座
薬
入
れ
る
と
こ
さ
ー
見
ら
れ
た
く
ね
ー
ン
だ
よ
。
だ

か
ら
学
校
で
ね
ぇ
」

銀
時
「
そ
う
か
そ
う
か
。
」

無
表
情
の
銀
時
は
イ
ボ
痔
野
郎
に
近
づ
き
怒
り
の
表
情
で
乗
っ
て
い
る
椅
子
を

蹴
り
と
ば
し
た

服
部
「
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
」

職
員
室
の
椅
子
は
回
転
式
な
の
で
回
る
回
る
。
で
壁
に
激
突
し
服
部
は
目
を
回

し
た
が
そ
れ
で
も
立
っ
た
。
だ
が
そ
の
時
を
待
っ
て
い
た
よ
う
に
他
の
面
々
が

イ
ボ
痔
野
郎
に
襲
い
か
か
っ
た
。
そ
し
て

咲
夜
「
こ
れ
で
終
い
に
し
ま
し
ょ
う
」

咲
夜
が
無
数
の
ナ
イ
フ
を
イ
ボ
痔
野
郎
の
ケ
ツ
の
穴
に
向
か
っ
て
投
げ
た
。
す

る
と
全
て
ケ
ツ
の
穴
に
刺
さ
っ
た

服
部
「
ギ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ

ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
・
・
・
・
・
・
」

服
部
は
叫
ん
だ
が
次
第
に
声
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
た

銀
時
「
っ
た
く
よ
ー
何
な
ん
だ
よ
。
ど
れ
も
変
態
オ
チ
じ
ゃ
ね
ー
か
」

霊
夢
「
す
ご
い
嫌
な
予
感
が
す
る
け
ど
・
・
・
」

も
う
ぶ
っ
切
れ
た
皆
が
や
っ
て
き
た
の
は
理
科
実
験
室
だ
っ
た

明
久
「
入
り
ま
ー
す
」

銀
時
た
ち
が
理
科
実
験
室
に
入
っ
た
。
す
る
と
・
・
・

誠
「
誰
だ
！
」

理
科
実
験
室
に
い
た
の
は
２
Ｎ
の
最
低
野
郎
の
伊
藤
誠
だ
っ
た

誠
「
扱
い
酷
く
な
い
！
？
」

銀
時
「
そ
れ
よ
り
、
理
科
実
験
室
で
何
し
て
ん
だ
オ
メ
ー
は
？
」

女
子
生
徒
「
な
に
が
あ
り
ま
し
た
？
」

す
る
と
女
子
生
徒
の
声
が
し
た
。
こ
の
状
況
を
見
て
銀
時
は
脳
裏
に
あ
る
こ
と

が
浮
か
ん
だ
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銀
時
「
オ
メ
ー
さ
あ
・
・
・
ま
さ
か
夜
中
に
学
校
の
理
科
実
験
室
に
忍
び
込
ん

で
や
ら
か
し
た
ん
じ
ゃ
ね
ー
だ
ろ
う
な
？
」

誠
「
そ
う
で
す
け
ど
」

誠
が
罪
の
意
識
も
な
く
平
然
と
言
っ
た
。
す
る
と
・
・
・

皆
「
誠
死
ね
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
！
！
！
！
！
！
！
！

！
！
！
！
！
！
！
！
」

銀
時
た
ち
が
最
低
野
郎
に
襲
い
掛
か
ろ
う
と
し
た

誠
「
待
て
ェ
ェ
ェ
ェ
！
！
！
！
理
由
だ
け
言
わ
せ
て
！
」

霊
夢
「
何
よ
。
そ
れ
よ
り
ア
ン
タ
言
葉
と
付
き
合
っ
て
る
と
聞
い
た
け
ど
？
」

誠
「
実
は
言
葉
に
は
そ
う
い
う
事
を
内
緒
に
し
て
る
ん
だ
。
だ
か
ら
こ
の
人
と

は
家
で
（
ピ
ー
ー
ー
！
）
や
れ
な
い
か
ら
毎
晩
こ
こ
で
（
ピ
ー
ー
ー
！
）
し
て

る
ん
だ
！
」

霊
夢
「
言
葉
に
チ
ク
ろ
う
」

誠
「
止
め
て
！
マ
ジ
で
止
め
て
！
」

皆
「
そ
れ
よ
り
、
誠
死
ね
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
！
！

！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

こ
こ
か
ら
は
ノ
ー
カ
ッ
ト
で
最
低
野
郎
の
有
様
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
感
想

で
も
誠
ざ
ま
あ
ｗ
ｗ
ｗ
と
か
書
い
と
い
て
く
だ
さ
い

誠
「
ギ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
！
！
！
！
！
！
！
」

雄
二
「
数
え
ろ
！
こ
れ
ま
で
、
女
子
と
（
ピ
ー
ー
ー
！
）
し
た
回
数
を
！
」

誠
「
そ
れ
ガ
ン
ダ
ム
Ｗ
！
！
！
！
！
！
！
！
」

衣
玖
「
ホ
ン
ト
、
最
低
だ
Ｎ
Ｅ
！
」

天
子
「
私
の
怒
り
は
有
頂
天
！
」

誠
「
そ
れ
は
ブ
ロ
ン
ト
さ
ん
ん
ん
ん
ん
ん
ん
！
！
！
！
！
！
！
」

銀
時
「
オ
ラ
ァ
！
開
始
早
々
に
こ
の
小
説
を
１
８
禁
に
す
る
つ
も
り
か
ァ
ァ
ァ

ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
！
！
！
！
」

新
八
「
ど
ん
だ
け
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
え
！
！
！

！
！
！
！
！
！
！
」

神
楽
「
ほ
ち
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！

！
！
！
！
」
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銀
時
た
ち
の
誠
へ
の
一
方
的
な
リ
ン
チ
更
に

紬
「
フ
フ
フ
、
Ｏ
☆
Ｈ
Ａ
☆
Ｎ
Ａ
☆
Ｓ
Ｉ
し
ま
し
ょ
♪
」

咲
夜
「
お
嬢
様
に
下
品
な
も
の
を
見
せ
や
が
っ
て
！
ぶ
っ
殺
す
！
殺
人
ド
ー
ル

！
」

紬
と
咲
夜
が
誠
に
向
か
っ
て
無
数
の
ナ
イ
フ
と
無
数
の
鋼
鉄
の
た
く
あ
ん
が
放

た
れ
る

ザ
ザ
ザ
ザ
ザ
ザ
ザ
ザ
ザ
ザ
ザ
！
！
！
！
！
！
！
！
！

誠
「
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
！

！
！
！
！
！
！
！
」

レ
ミ
リ
ア
「
死
ね
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
ス
ピ

ア
・
ザ
・
グ
ン
グ
ニ
ル
！
」

霧
島
「
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
・
・
・
・
・
・
・
・
」

ル
フ
ィ
「
ゴ
ム
ゴ
ム
の
Ｊ
Ｅ
Ｔ
ガ
ト
リ
ン
グ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

悟
空
「
か
め
は
め
破
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

誠
「
ギ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！

！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！

！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！

！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
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！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！

！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！

！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

誠
の
悲
鳴
が
轟
い
た

律
「
や
り
す
ぎ
じ
ゃ
ね
ー
か
？
ワ
ー
ド
の
３
０
パ
ー
セ
ン
ト
分
使
っ
て
ん
じ
ゃ

ん
」

銀
時
「
さ
あ
、
行
く
ぞ
」

新
八
「
そ
う
で
す
ね
・
・
・
・
っ
て
澪
さ
ん
！
」

グ
ロ
嫌
い
な
澪
が
白
目
を
剥
い
た
上
に
泡
を
吹
い
て
気
絶
し
て
い
た

銀
時
「
動
け
る
奴
、
澪
を
担
げ
」

銀
時
達
は
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
去
っ
て
行
っ
た

新
八
「
後
、
４
つ
ぐ
ら
い
あ
り
ま
す
よ
ね
？
」

銀
時
「
・
・
・
・
・
続
く
！
」

新
八
「
投
げ
た
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
！
！
！
！
！
！
」

銀
時
が
投
げ
た
の
で
次
回
！
「
紳
士
っ
て
変
態
以
外
思
い
つ
か
な
い
」
で
全
て

の
七
不
思
議
が
解
明
さ
れ
る
！
そ
し
て
そ
の
女
子
生
徒
が
言
っ
た
幽
霊
と
は
！

～
そ
の
後
の
誠
～

誠
「
・
・
・
・
・
い
て
て
て
・
・
・
・
」

す
る
と
・
・
・
・
青
い
つ
な
ぎ
の
い
い
男
が
や
っ
て
来
た

誠
「
・
・
・
・
・
・
・
は
あ
？
」

青
い
つ
な
ぎ
の
い
い
男
「
や
ら
な
い
か
」

誠
「
え
？
何
言
っ
て
―
―
―
―
―
―
―
―
―
」

ア
ッ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
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！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
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第
２
話
：
七
不
思
議
っ
て
あ
る
と
調
べ
て
み
た
く
な
る
（
後
書
き
）

魔
理
沙
「
誠
・
・
・
・
い
ろ
ん
な
意
味
で
イ
ッ
た
な
」

早
苗
「
か
と
言
っ
て
同
情
は
し
ま
せ
ん
よ
」

銀
時
「
ア
イ
ツ
は
ゲ
ー
ム
で
も
ア
ニ
メ
で
も
最
低
だ
か
ら
な
」

新
八
「
『
ア
ニ
メ
・
ゲ
ー
ム
の
キ
ャ
ラ
で
野
球
大
会
』
で
も
ア
ッ
ー
っ
て
な
り

ま
し
た
よ
ね
」

誠
「
テ
メ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
！
！
！
！
！
！
ど
い
つ
も
こ
い
つ
も
悪

口
ば
っ
か
言
っ
て
！
」

作
者
「
あ
ｂ
・
・
・
本
名
は
「
ア
ニ
メ
・
ゲ
ー
ム
の
キ
ャ
ラ
で
野
球
大
会
」
で

見
れ
る
か
ら
、
青
い
つ
な
ぎ
の
い
い
男
！
行
け
！
俺
は
ホ
モ
嫌
い
な
ん
で
逃
げ

る
わ
！
」

青
い
つ
な
ぎ
の
い
い
男
「
ウ
ホ
ッ
」

誠
「
は
？
何
言
っ
て
る
の
―
―
―
―
―
―
―
―
」

ア
ッ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
！

！
！
！
！
！
！
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第
３
話
：
紳
士
っ
て
変
態
し
か
思
い
つ
か
な
い
（
前
書
き
）

魔
理
沙
「
あ
ん
な
話
が
１
話
で
終
わ
ら
な
い
だ
っ
て
・
・
・
」

ゆ
っ
く
り
「
作
者
、
長
い
文
は
ち
ょ
っ
と
苦
手
な
ん
だ
よ
」

作
者
「
う
る
せ
ー
、
Ｏ
Ｐ
は
２
話
の
続
き
み
た
い
な
も
の
な
ん
で
２
話
と
同
じ

で
」



30

第
３
話
：
紳
士
っ
て
変
態
し
か
思
い
つ
か
な
い

前
回
の
あ
ら
す
じ

学
校
の
七
不
思
議
を
調
べ
る
た
め
に
神
楽
た
ち
が
解
明
ツ
ア
ー
を
や
る
こ
と
に
。

そ
こ
に
放
課
後
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
と
銀
時
た
ち
も
現
れ
て
七
不
思
議
を
解
明
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
・
・
・
こ
こ
は
常
識
が
囚
わ
れ
な
い
幻
想
学
園
。
教

室
行
っ
て
み
れ
ば
好
き
な
女
子
の
机
の
椅
子
を
頬
ず
り
し
て
い
た
バ
カ
ゴ
リ
ラ
。

職
員
室
に
行
っ
て
み
れ
ば
家
に
は
内
緒
で
座
薬
を
挿
入
し
て
い
た
イ
ボ
痔
野
郎
。

理
科
実
験
室
に
行
っ
て
み
れ
ば
１
８
禁
行
為
を
し
て
い
た
最
低
野
郎
と
ど
れ
も

馬
鹿
馬
鹿
し
い
謎
だ
っ
た

銀
時
「
次
は
・
・
・
・
・
」

神
楽
「
古
の
黒
魔
術
師
ア
ル
・
・
・
」

も
う
ど
う
で
も
い
い
感
じ
が
す
る
銀
時
た
ち
。
何
時
も
生
き
生
き
と
し
て
る
唯

の
目
も
今
回
は
死
ん
で
い
る
。
当
た
り
前
だ
、
こ
ん
な
馬
鹿
馬
鹿
し
い
の
が
３

回
も
続
い
た
の
だ
。
で
、
家
庭
科
室

銀
時
「
入
る
ぞ
」

銀
時
た
ち
は
家
庭
科
室
に
入
っ
た
。
そ
こ
で
目
に
し
た
の
は
・
・
・

土
方
「
先
生
！
？
」

土
方
だ
っ
た

銀
時
「
・
・
・
・
・
・
・
・
何
し
て
ん
だ
？
」

土
方
「
新
作
の
マ
ヨ
を
作
っ
て
ま
す
」

銀
時
「
あ
っ
そ
う
・
・
・
」

銀
時
た
ち
は
家
庭
科
室
の
ド
ア
を
閉
め
た

銀
時
「
次
は
・
・
・
」

神
楽
「
暗
黒
の
魔
物
達
ア
ル
・
・
・
」

霊
夢
「
と
り
あ
え
ず
、
化
粧
室
に
来
た
ん
だ
け
ど
・
・
・
」

天
子
「
入
る
よ
ー
」
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銀
時
た
ち
は
化
粧
室
の
ド
ア
を
開
け
た
そ
こ
に
は
・
・
・
・
・
と
ん
で
も
な
く

恐
ろ
し
い
化
け
物
が
２
体
も
い
た

銀
時
「
ギ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
！
！
！
！

！
！
！
！
！
！
」

天
子
「
誘
拐
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
！
！
！
！
！
！
じ
ゃ
な
か
っ
た
！
妖
怪

だ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
！
！
！
」

明
久
「
ヒ
ギ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
！
！
！
！
！
！
！

！
！
！
！
！
！
」

慧
音
「
ど
う
し
た
？
霊
夢
達
？
」

さ
わ
子
「
酷
い
わ
ね
ー
お
化
け
と
か
妖
怪
と
か
言
っ
て
」

唯
「
あ
れ
？
さ
わ
ち
ゃ
ん
！
」

暗
黒
の
魔
物
達
の
正
体
は
唯
た
ち
軽
音
部
の
顧
問
で
あ
る
山
中
さ
わ
子
と
日
本

史
の
教
師
で
２
Ｔ
の
担
任
で
あ
る
上
白
沢
慧
音
だ
っ
た
。
さ
わ
子
は
ス
ッ
ピ
ン

状
態
で
慧
音
は
東
方
永
夜
抄
の
Ｅ
Ｘ
の
時
の
よ
う
に
緑
髪
で
角
が
生
え
て
い
た

慧
音
「
何
や
っ
て
る
ん
だ
？
」

霊
夢
「
七
不
思
議
の
解
明
を
や
っ
て
ま
す
」

天
子
「
私
た
ち
は
こ
れ
で
」

さ
わ
子
「
ド
ア
は
閉
め
て
ね
」

新
八
「
失
礼
し
ま
し
た
・
・
・
っ
て
銀
さ
ん
！
澪
さ
ん
！
」

新
八
が
見
た
の
は
立
っ
た
ま
ま
気
絶
し
て
る
銀
時
と
泡
を
吹
い
て
気
絶
し
て
い

る
澪
だ
っ
た
。
澪
は
前
回
を
含
め
て
３
回
目
の
気
絶
で
あ
る

ル
フ
ィ
「
あ
れ
は
恐
怖
だ
っ
た
な
・
・
・
」

神
楽
「
今
で
も
心
臓
が
バ
ク
バ
ク
す
る
ア
ル
・
・
・
」

恐
怖
の
ス
ッ
ピ
ン
と
ハ
ク
タ
ク
を
見
て
恐
怖
に
陥
っ
て
る
銀
時
た
ち

ヒ
ナ
ギ
ク
「
確
か
、
こ
こ
は
炎
の
ラ
ン
ナ
ー
を
見
か
け
る
場
所
だ
っ
た
ね
」

そ
こ
で
目
に
し
た
の
は
・
・
・

沖
田
「
土
方
死
ね
や
。
土
方
死
ね
や
。
土
方
死
ね
や
・
・
・
」

妹
紅
「
ク
ソ
ニ
ー
ト
死
ね
。
ク
ソ
ニ
ー
ト
死
ね
。
ク
ソ
ニ
ー
ト
死
ね
。
」

頭
に
蝋
燭
を
つ
け
藁
人
形
に
嫌
い
な
や
つ
の
写
真
を
釘
打
っ
て
る
沖
田
と
妹
紅
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だ
っ
た

銀
時
「
あ
の
バ
カ
ど
も
は
ほ
っ
と
こ
う
」

雄
二
「
そ
う
だ
な
・
・
・
」

銀
時
た
ち
は
そ
の
場
か
ら
去
っ
た

他
の
七
不
思
議
も
シ
ョ
ボ
イ
も
の
だ
っ
た

銀
時
「
帰
る
ぞ
・
・
・
」

新
八
「
そ
う
で
す
ね
・
・
・
」

こ
の
時
新
八
と
明
久
は
幽
霊
の
事
は
忘
れ
て
い
た
・
・
・
あ
の
時
ま
で
は

シ
ョ
ボ
イ
解
明
ツ
ア
ー
か
ら
翌
日

２
Ｎ
の
ペ
ジ
ー
タ
が
２
Ｚ
に
や
っ
て
来
た

ペ
ジ
ー
タ
「
な
あ
、
カ
カ
ロ
ッ
ト
」

悟
空
「
ん
？
」

貴
様
見
た
か
？
幽
霊
を
」

悟
空
「
・
・
・
あ
の
七
不
思
議
の
真
実
か
？
」

ペ
ジ
ー
タ
「
そ
ん
な
も
の
で
は
な
い
。
男
子
寮
に
出
て
く
る
ら
し
い
」

悟
空
「
あ
、
そ
」

ペ
ジ
ー
タ
「
・
・
・
貴
様
が
こ
ん
な
に
や
る
気
が
無
い
と
は
・
・
・
珍
し
い
な
」

悟
空
「
は
ぁ
・
・
・
」

ペ
ジ
ー
タ
「
・
・
・
邪
魔
し
た
な
。
そ
ろ
そ
ろ
朝
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
だ
か
ら
戻

る
ぞ
」

ベ
ジ
ー
タ
は
自
分
の
教
室
に
戻
っ
て
行
っ
た

 数
日
後
、
校
内
ニ
ュ
ー
ス
で
こ
ん
な
記
事
が
書
か
れ
て
い
た
。

『
謎
の
幽
霊
か
？
行
方
不
明
者
続
出
！
』

『
幽
霊
騒
動
、
昨
日
も
生
徒
Ａ
さ
ん
が
・
・
・
』

新
八
は
こ
の
記
事
を
見
て
ギ
ョ
ッ
と
し
た
。
そ
の
後
、
ダ
ッ
シ
ュ
で
職
員
室
へ

向
か
っ
た
が
会
議
中
だ
っ
た
。
数
分
後
、
会
議
が
終
わ
っ
た
の
を
見
て
新
八
は

幽
霊
騒
動
の
事
で
銀
時
に
相
談
し
よ
う
と
し
た
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新
八
「
先
生
！
今
日
の
新
聞
」

銀
時
「
見
た
よ
。
こ
の
こ
と
じ
ゃ
上
も
困
っ
て
や
が
る
」

新
八
「
ど
う
す
れ
ば
・
・
・
」

銀
時
「
記
事
を
し
っ
か
り
見
た
か
？
」

新
八
「
へ
？
い
い
え
」

銀
時
「
昨
日
は
女
子
寮
で
起
こ
っ
た
ん
だ
よ
。
」

新
八
「
へ
ー
」

銀
時
「
だ
か
ら
今
夜
も
女
子
寮
で
起
こ
る
か
も
し
れ
ね
ぇ
」

新
八
「
は
ぁ
・
・
・
で
」

銀
時
「
放
課
後
、
頼
り
に
な
る
メ
ン
バ
ー
を
連
れ
て
俺
ん
と
こ
来
い
。
な
る
べ

く
寮
暮
ら
し
な
。
」

放
課
後
、
新
八
は
頼
り
に
な
る
土
方
、
沖
田
、
御
坂
、
当
麻
、
雄
二
、
霧
島
の

６
人
を
連
れ
て
銀
時
の
も
と
へ
や
っ
て
来
た

新
八
「
先
生
。
連
れ
て
き
ま
し
た
」

銀
時
「
お
う
、
悪
ィ
が
今
回
は
女
子
寮
に
侵
入
す
る
」

当
麻
「
は
あ
？
」

銀
時
「
別
に
い
や
ら
し
い
事
を
し
に
来
た
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
。
幽
霊
退
治
だ
。
問
題

解
決
の
プ
ロ
と
潜
入
の
プ
ロ
も
呼
ん
だ
」

プ
ロ
？
と
誰
も
が
そ
う
思
っ
た
。
す
る
と
、
近
く
の
段
ボ
ー
ル
か
ら
２
Ｔ
の
副

担
任
で
あ
る
ス
ネ
ー
ク
先
生
と
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
霊
夢
が
現
れ
た

ス
ネ
ー
ク
「
待
た
せ
た
な
！
」

霊
夢
「
金
や
る
っ
て
言
わ
れ
た
か
ら
来
た
の
よ
」

新
八
は
不
安
に
な
っ
た

そ
の
夜
・
・
・
女
子
寮
に
不
審
な
段
ボ
ー
ル
が
あ
っ
た
。
中
に
は
銀
時
、
新
八
、

ス
ネ
ー
ク
、
土
方
、
沖
田
、
当
麻
、
雄
二
が
入
っ
て
る

新
八
（
大
丈
夫
で
す
か
？
こ
ん
な
ん
で
？
）

ス
ネ
ー
ク
（
俺
は
段
ボ
ー
ル
に
何
回
も
助
け
ら
れ
た
！
）

と
こ
こ
で
・
・
・
焦
げ
臭
い
匂
い
が
し
た

土
方
「
の
わ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
何
で
だ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
」
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沖
田
「
ち
っ
、
気
付
か
れ
た
か
」

土
方
「
何
や
っ
て
ん
だ
て
め
ェ
ェ
ェ
ェ
！
」

土
方
の
後
ろ
で
土
方
が
か
ぶ
っ
て
い
る
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
燃
や
そ
う
と
し
た
沖
田

に
土
方
が
間
一
髪
気
付
き
沖
田
に
襲
い
か
か
っ
た
。
だ
が
そ
の
せ
い
で
女
生
徒

達
に
ば
れ
て
し
ま
っ
た

ス
ネ
ー
ク
「
！
」
（
あ
の
効
果
音
付
き
で
）

女
子
生
徒
「
・
・
・
先
生
、
何
や
っ
て
ん
で
す
か
？
」

新
八
「
え
？
」

女
子
生
徒
「
霊
夢
さ
ん
た
ち
が
入
室
許
可
し
て
く
れ
ま
し
た
よ
」

新
八
「
意
味
ね
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
！
！
！
！
！
」

す
る
と
、
屋
上
か
ら
悲
鳴
が
上
が
っ
た
　
銀
時
た
ち
は
急
い
で
屋
上
へ
上
が
っ
た

其
処
に
は
・
・
・
ク
マ
の
恰
好
を
し
た
男
が
瀬
川
泉
を
抱
え
て
い
た

霊
夢
「
幽
霊
？
」

ク
マ
吉
「
私
は
・
・
・
・
変
態
紳
士
ク
マ
吉
！
」

銀
時
「
・
・
・
・
・
・
お
ー
い
、
誰
か
う
さ
み
ち
ゃ
ん
を
呼
ん
で
来
い
。
も
し

く
は
警
察
」

ク
マ
吉
「
や
め
て
！
」

霊
夢
「
黙
れ
。
性
犯
罪
者
」

土
方
「
も
し
も
し
、
警
察
で
す
か
」

土
方
は
警
察
に
電
話
し
た

ク
マ
吉
「
あ
あ
・
・
・
で
も
こ
の
ス
ー
パ
ー
ク
マ
吉
は
捕
ま
ら
な
い
！
な
ぜ
な

ら
変
態
と
い
う
名
の
紳
士
」

霊
夢
「
夢
想
天
生
」

霊
夢
は
泉
を
救
出
し
ク
マ
吉
を
陰
陽
玉
で
３
／
４
を
殺
し
た

そ
の
後
ク
マ
吉
は
逮
捕
・
退
学
と
な
っ
た
。
誘
拐
、
拉
致
、
窃
盗
の
罪
だ
っ
た

の
だ

新
八
「
こ
ん
な
オ
チ
で
い
い
の
？
」

新
八
は
呟
い
た
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第
３
話
：
紳
士
っ
て
変
態
し
か
思
い
つ
か
な
い
（
後
書
き
）

感
想
待
っ
て
ま
ー
す
。
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第
４
話
：
寒
い
時
の
プ
ー
ル
ネ
タ
は
多
分
ア
リ
（
前
書
き
）

作
者
「
こ
の
話
は
と
ん
で
も
な
く
悪
ふ
ざ
け
が
入
っ
て
ま
す
」

ブ
ロ
ン
ト
さ
ん
「
俺
の
怒
り
は
有
頂
天
！
」

闇
「
え
っ
ち
ぃ
は
・
・
・
嫌
い
で
す
」

梓
「
何
故
、
ブ
ロ
ン
ト
さ
ん
と
闇
さ
ん
が
！
？
」

作
者
「
Ｏ
Ｐ
は
『
悲
し
み
の
向
こ
う
へ
』
で
お
願
い
」

ゆ
っ
く
り
「
何
故
こ
の
歌
？
・
・
・
・
・
あ
・
・
・
・
・
」
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第
４
話
：
寒
い
時
の
プ
ー
ル
ネ
タ
は
多
分
ア
リ

こ
の
学
園
で
は
室
内
プ
ー
ル
場
が
あ
り
、
夏
で
も
冬
で
も
使
用
す
る
こ
と
が
出

来
る
。

月
に
１
，
２
回
体
育
の
時
間
で
プ
ー
ル
の
授
業
が
行
わ
れ
る

・
・
・
理
事
の
趣
味
も
含
ま
れ
て
い
る
と
か

で
、
２
Ｚ
に
エ
ロ
い
事
を
考
え
て
い
る
バ
カ
が
い
た

２
Ｚ
の
エ
ロ
コ
ッ
ク
の
サ
ン
ジ
、
ス
ト
ー
カ
ー
風
紀
委
員
長
近
藤
勲
、
若
（
九

兵
衛
）
と
ロ
フ
ト
と
カ
ー
テ
ン
の
シ
ャ
ー
し

か
考
え
て
い
な
い
九
兵
衛
の
従
者
東
条
歩
、
そ
し
て
、
寡
黙
な
る
性
職
者
ム
ッ

ツ
リ
ー
ニ
だ
っ
た

プ
ー
ル
の
時
間

刹
那
「
温
水
プ
ー
ル
は
い
い
な
。
１
年
中
泳
げ
る
」

一
足
先
に
水
着
に
着
替
え
た
刹
那
が
言
っ
た

新
八
「
あ
、
先
生
」

刹
那
「
新
八
か
。
皆
が
早
め
に
着
替
え
終
え
た
ら
早
め
に
始
め
る
か
ら
な
」

新
八
「
で
・
・
・
松
平
先
生
と
美
鈴
先
生
は
？
」

刹
那
「
今
回
は
俺
と
松
平
先
生
と
美
鈴
先
生
で
行
う
。
何
か
理
由
が
あ
る
よ
う

だ
」

新
八
「
そ
う
で
す
か
」

新
八
は
男
子
更
衣
室
に
行
っ
た

す
る
と
・
・
・

沖
田
「
オ
ラ
ァ
！
」

土
方
「
俺
の
タ
オ
ル
を
奪
う
な
ぁ
！
沖
田
ぁ
！
」

沖
田
が
土
方
の
タ
オ
ル
を
奪
っ
て
い
た

悟
空
「
あ
れ
？
サ
ン
ジ
達
い
ね
ー
な
ー
」

鍵
「
何
時
か
来
る
よ
」
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杉
崎
は
こ
う
言
っ
た
。
だ
が
あ
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
は
想
像
で
き
た
か
・
・
・

ム
ッ
ツ
リ
ー
ニ
「
女
子
更
衣
室
・
・
・
」
↑
鼻
血
寸
前

サ
ン
ジ
「
ム
ッ
ツ
リ
ー
ニ
。
俺
た
ち
の
計
画
は
ま
だ
始
ま
っ
て
な
い
」

ム
ッ
ツ
リ
ー
ニ
「
解
っ
て
る
」

バ
カ
ど
も
は
そ
う
言
っ
て
先
を
急
い
だ

美
鈴
「
よ
し
！
全
員
集
ま
り
ま
し
た
ね
！
」

刹
那
「
準
備
体
操
は
ち
ゃ
ん
と
し
ろ
よ
。
し
な
い
と
足
が
つ
る
。
後
、
シ
ャ
ワ

ー
は
浴
び
ろ
」

数
分
後
、
準
備
体
操
が
終
わ
っ
て
シ
ャ
ワ
ー
も
浴
び
て
い
よ
い
よ
プ
ー
ル
へ
Ｇ

Ｏ
！
と
思
っ
た

遅
れ
て
松
平
が
と
あ
る
人
物
を
連
れ
現
れ
た
。
な
ぜ
か
銀
時
と
藍
も
一
緒
だ
。

松
平
「
ち
ょ
っ
と
こ
の
方
が
久
し
ぶ
り
に
プ
ー
ル
で
訓
練
し
た
い
っ
て
言
う
か

ら
こ
の
人
も
一
緒
に
授
業
を
受
け
て
も
ら
う
。
は
い
、
じ
ゃ
あ
自
己
紹
介
し
て
」

と
言
っ
て
男
は
羽
織
っ
て
い
る
マ
ン
ト
を
取
っ
た
。
男
は
ブ
リ
ー
フ
一
丁
だ
っ

た
。

茂
茂
「
余
は
徳
川
茂
茂
、
水
着
も
下
着
も
も
っ
さ
り
ブ
リ
ー
フ
派
だ
」

皆
（
将
軍
か
よ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
！
）

そ
の
正
体
は
政
府
の
お
偉
い
さ
ん
の
徳
川
茂
茂
だ
っ
た

美
鈴
「
は
い
、
じ
ゃ
あ
プ
ー
ル
に
入
っ
て
く
だ
さ
い
」

美
鈴
が
言
っ
た
の
で
皆
は
プ
ー
ル
へ
入
っ
た

魔
理
沙
「
プ
ー
ル
は
気
持
ち
い
い
ぜ
！
」

刹
那
「
じ
ゃ
、
向
こ
う
岸
ま
で
泳
い
で
」

刹
那
の
号
令
に
合
わ
せ
て
向
こ
う
岸
迄
泳
い
だ

美
鈴
「
凄
い
で
す
ね
。
こ
ん
な
早
く
に
着
く
な
ん
て
」

松
平
「
お
い
、
美
鈴
。
お
世
辞
は
い
い
。
こ
ん
な
ん
よ
り
将
軍
様
が
居
る
か
ら

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
。
何
か
し
た
い
か
？
」

サ
ン
ジ
「
ハ
イ
ハ
イ
ハ
イ
！
俺
は
水
中
騎
馬
戦
が
い
い
で
す
！
」

こ
こ
で
サ
ン
ジ
が
返
事
を
し
た
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松
平
「
水
中
騎
馬
戦
か
・
・
・
い
い
な
。
将
軍
も
い
る
し
そ
ろ
そ
ろ
サ
ー
ビ
ス

シ
ー
ン
が
必
要
だ
。
今
日
は
水
中
騎
馬
戦
を
す
る
！
」

女
子
か
ら
は
非
難
の
声
が
聞
こ
え
た
が
松
平
は
そ
れ
を
無
視
し
た
。
新
八
の
心

の
中
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た

 チ
ー
ム
分
け
を
し
、
試
合
が
始
ま
る
。
で
、
新
八
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
・
・
・

新
八
（
将
軍
か
よ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
！
）

新
八
の
背
に
将
軍
が
乗
っ
て
い
る
。

銀
時
「
新
八
ィ
ィ
、
も
し
将
軍
に
何
か
あ
っ
た
ら
終
わ
り
だ
か
ら
な
ァ
ァ
ァ
！

お
前
の
人
生
が
ァ
ァ
ァ
！
」

新
八
「
変
な
こ
と
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
ァ
ァ
ァ
ァ
い
！
」

松
平
「
そ
れ
で
は
・
・
・
始
め
ぇ
！
」

試
合
が
始
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

新
八
「
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
だ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
」

茂
茂
「
新
八
君
と
言
っ
た
か
・
・
・
こ
の
ま
ま
突
っ
込
め
」

え
え
え
え
え
え
え
！
と
新
八
は
思
っ
た
。
自
分
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
化
け
物
並
み

の
強
さ
の
者
が
わ
ん
さ
か
い
る
。
将
軍
を
あ
の
中
に
入
れ
る
ん
じ
ゃ
あ
ま
る
で

１
０
０
機
の
デ
ィ
ビ
ニ
ダ
ト
の
中
に
武
装
無
し
の
ボ
ー
ル
を
ぶ
ち
こ
む
よ
う
な

も
の
だ
！

当
麻
「
う
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
！
！
！
！
！
」

当
麻
と
ゾ
ロ
が
襲
い
掛
か
っ
て
き
た

新
八
「
う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
」

茂
茂
「
私
に
任
せ
ろ
！
」

将
軍
は
手
を
払
っ
た
。
す
る
と
風
が
現
れ
当
麻
の
海
パ
ン
を
切
り
裂
い
た

当
麻
「
不
幸
だ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
！
！
！
！
」

新
八
「
将
軍
強
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
！
」

茂
茂
「
よ
し
、
こ
の
ま
ま
女
子
の
ポ
ロ
リ
を
拝
む
ぞ
！
」

新
八
「
・
・
・
犯
罪
じ
ゃ
・
・
・
」

新
八
が
言
っ
て
い
る
途
中
で
茂
茂
は
風
を
起
こ
し
続
け
た
。
風
は
男
子
人
の
海

水
パ
ン
ツ
を
破
き
ま
く
っ
た
が
女
子
は
東
方
の
Ｌ
ｕ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｃ
の
弾
幕
を
避
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け
る
か
の
よ
う
に
避
け
て
行
っ
た
 

茂
茂
「
く
っ
！
し
ぶ
と
い
！
」

新
八
「
あ
の
～
下
手
し
た
ら
僕
と
あ
な
た
・
・
・
牢
屋
行
き
で
す
よ
」

霊
夢
「
あ
ん
な
風
な
ど
、
女
子
に
と
っ
て
は
東
方
紅
魔
郷
の
チ
ル
ノ
の
ア
イ
シ

ン
グ
フ
ォ
ー
ル
～
ｅ
ａ
ｓ
ｙ
～
の
よ
う
な
も
ん
よ
！
」

説
明
し
よ
う
！
チ
ル
ノ
の
ア
イ
シ
ン
グ
フ
ォ
ー
ル
～
ｅ
ａ
ｓ
ｙ
～
は
前
方
に
安

全
地
帯
が
ぽ
っ
か
り
と
空
い
て
る
の
だ
。
知
ら
な
い
人
は
東
方
の
サ
イ
ト
で
東

方
紅
魔
郷
体
験
版
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
プ
レ
イ
し
て
く
だ
さ
い
。

新
八
「
い
や
・
・
・
・
東
方
を
や
っ
て
る
人
し
か
知
ら
な
い
じ
ゃ
あ
・
・
・
」

女
子
軍
団
「
知
る
か
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
！
！
！
！
」

女
子
の
軍
団
が
新
八
組
に
襲
い
掛
か
っ
た

サ
ン
ジ
「
今
だ
！
」

近
藤
「
て
り
ゃ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
！
！
！
」

こ
の
時
を
待
っ
て
た
か
の
よ
う
に
サ
ン
ジ
と
ゴ
リ
ラ
と
東
城
と
ム
ッ
ツ
リ
ー
ニ

が
現
れ
た

近
藤
「
フ
ハ
ハ
ハ
ハ
ァ
！
女
子
ィ
、
新
八
君
を
倒
し
た
け
れ
ば
俺
ら
を
倒
せ
え

！
」

霊
夢
「
フ
フ
フ
・
・
・
こ
の
私
に
敵
う
も
の
か
ァ
ァ
！
」

霊
夢
を
中
心
と
し
た
女
子
の
一
団
が
エ
ロ
軍
団
に
襲
っ
て
来
た
！

サ
ン
ジ
「
行
く
ぞ
！
ウ
オ
リ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
！
」

エ
ロ
男
共
は
危
険
を
介
し
て
禁
断
の
楽
園
へ
と
行
っ
た
。
だ
が
男
達
の
パ
ラ
ダ

イ
ス
タ
イ
ム
は
数
秒
で
終
わ
っ
た
。

茂
茂
「
今
だ
！
オ
リ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
！
」

茂
茂
は
巨
大
な
風
を
起
こ
し
た
。
そ
れ
は
前
方
の
女
子
た
ち
を
吹
き
飛
ば
し
た
。

だ
が
ポ
ロ
リ
は
無
か
っ
た
。
代
わ
り
に
エ
ロ
男
の
ポ
ロ
リ
が
あ
っ
た
。

銀
時
「
お
い
ぃ
ぃ
ぃ
新
八
ィ
ィ
ィ
！
も
う
少
し
本
気
だ
せ
ェ
ェ
ェ
！
」

新
八
「
僕
関
係
な
い
で
す
よ
」

刹
那
「
将
軍
！
頑
張
っ
て
く
れ
ェ
ェ
ェ
！
」

松
平
「
俺
に
性
欲
を
持
て
あ
ま
し
て
く
れ
ェ
ェ
ェ
！
」

パ
チ
ュ
リ
ー
「
ア
ン
タ
達
、
ホ
ン
ト
に
教
師
？
」
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喘
息
の
為
見
学
し
て
い
た
パ
チ
ュ
リ
ー
が
呟
い
た

そ
の
後
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
更
衣
室
に
着
替
え
る
の
だ
が
・
・
・

沖
田
「
ハ
ヤ
テ
の
ア
レ
も
で
け
ー
な
」

ハ
ヤ
テ
「
止
め
て
く
だ
さ
い
！
沖
田
さ
ん
！
」

ル
フ
ィ
「
俺
の
と
比
べ
る
と
ま
だ
ま
だ
だ
な
。
」

ハ
ヤ
テ
「
ル
フ
ィ
さ
ん
ま
で
！
」

完
全
に
下
ネ
タ
ト
ー
ク
で
盛
り
上
が
っ
て
る
男
子
。
そ
ん
な
中

霊
夢
「
澪
っ
て
意
外
と
胸
あ
る
の
よ
ね
～
」

澪
「
ち
ょ
っ
と
や
め
て
よ
。
霊
夢
」

咲
夜
「
深
夏
も
結
構
胸
大
き
い
よ
ね
・
・
・
そ
れ
、
私
に
く
れ
よ
・
・
・
ニ
コ

動
と
か
で
Ｐ
Ａ
Ｄ
長
と
か
呼
ば
れ
な
く
な
る
か
ら
・
・
・
」

深
夏
「
咲
夜
・
・
・
・
・
何
か
怖
い
」

天
子
「
美
波
・
・
・
胸
ち
っ
ち
ゃ
」

美
波
「
ア
ン
タ
に
言
わ
れ
た
く
な
い
わ
よ
！
」

女
子
の
方
か
ら
話
が
聞
こ
え
て
き
た
。
こ
の
話
で
男
子
達
（
一
部
除
く
）
は
赤

く
な
っ
た
。
だ
が
そ
れ
が
悲
鳴
に
変
わ
っ
た
。

早
苗
「
の
ぞ
き
よ
ー
！
」

西
沢
「
へ
ん
た
ー
い
！
」

こ
の
声
を
聞
い
て
男
子
達
は
驚
い
た
。
今
時
の
ぞ
き
を
す
る
バ
カ
は
い
な
い
と

思
っ
た
か
ら
だ

放
課
後

銀
時
「
で
は
こ
れ
か
ら
女
子
更
衣
室
を
除
い
た
変
態
ど
も
を
見
つ
け
よ
う
と
思

う
。
ど
う
せ
犯
人
は
誰
だ
っ
つ
っ
て
も
正
直
に
答
え
る
わ
け
ね
ー
か
ら
今
か
ら

調
べ
る
。
つ
ー
わ
け
で
サ
ン
ジ
、
近
藤
、
東
城
、
ム
ッ
ツ
リ
ー
ニ
。
自
白
し
ろ
。

っ
て
か
自
分
の
罪
を
認
め
ろ
」

サ
ン
ジ
「
ち
ょ
っ
と
待
て
ェ
ェ
ェ
！
」

こ
こ
で
サ
ン
ジ
が
叫
び
声
を
開
け
た
。

サ
ン
ジ
「
俺
ら
が
や
っ
た
っ
つ
ー
証
拠
は
あ
る
ん
で
す
か
！
」
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銀
時
「
ア
ラ
バ
ス
タ
編
の
ラ
ス
ト
の
ち
ょ
っ
と
前
の
と
こ
で
女
湯
覗
い
て
た
ろ

う
が
」

サ
ン
ジ
「
そ
ん
だ
け
で
犯
人
に
さ
れ
る
ん
ス
か
！
」

銀
時
「
そ
れ
と
近
藤
、
東
城
。
銀
魂
組
か
ら
二
人
も
出
る
な
ん
て
俺
ぁ
悲
し
い

ぞ
」

近
藤
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
れ
先
生
！
証
拠
は
あ
る
ん
ス
か
！
」

東
城
「
そ
う
で
す
！
も
し
違
っ
て
た
ら
カ
ー
テ
ン
の
シ
ャ
ー
っ
て
な
る
と
こ
１

０
年
分
お
ご
っ
て
も
ら
い
ま
す
よ
！
」

銀
時
「
カ
ー
テ
ン
の
シ
ャ
ー
１
０
年
分
っ
て
い
く
つ
だ
よ
。
お
前
ら
も
３
年
Ｚ

組
銀
八
先
生
第
２
巻
で
女
湯
覗
い
て
た
ろ
う
が
。
後
ム
ッ
ツ
リ
ー
ニ
。
お
前
は

原
作
で
も
盗
撮
ば
っ
か
し
て
藍
先
生
以
上
に
鼻
血
出
し
ま
く
っ
て
ん
だ
ろ
う
が
」

ム
ッ
ツ
リ
ー
ニ
「
・
・
・
・
・
」

銀
時
「
そ
れ
か
、
杉
崎
と
明
久
。
お
前
ら
は
『
ス
ケ
ベ
大
魔
王
』
の
称
号
を
持

っ
て
る
し
」

明
久
　
鍵
「
「
ん
な
わ
け
あ
る
か
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
！
！
！
！
！

！
！
」
」

銀
時
「
冗
談
だ
。
そ
れ
よ
り
・
・
・
・
」

銀
時
は
エ
ロ
男
達
へ
の
疑
い
の
目
を
止
め
な
い
。
も
ち
ろ
ん
女
子
も
男
達
へ
疑

い
の
視
線
を
か
け
て
い
る

銀
時
「
で
き
り
ゃ
ー
俺
も
テ
メ
ー
ら
の
事
を
信
じ
た
い
。
こ
れ
で
も
教
師
だ
か

ら
な
。
け
ど
真
実
っ
つ
ー
も
ん
は
１
つ
し
か
ね
ー
ン
だ
よ
」

新
八
「
ど
こ
の
少
年
探
偵
で
す
か
？
」

新
八
が
こ
う
言
っ
た
後
、
し
ば
ら
く
の
沈
黙
が
続
い
た
。
そ
し
て
こ
の
沈
黙
を

破
っ
た
者
が
い
た

桂
「
こ
の
難
事
件
、
俺
に
任
せ
て
お
け
！
」

一
人
の
男
子
が
立
ち
上
が
っ
た
。
桂
小
太
郎
。
バ
カ
の
方
の
桂
。
狂
乱
の
奇
公

子
。
ミ
ス
タ
ー
カ
オ
ス
。
ヅ
ラ

銀
時
「
ヅ
ラ
ぁ
、
オ
メ
ー
み
て
ー
な
バ
カ
が
こ
の
事
件
と
け
る
の
か
？
」

桂
「
ヅ
ラ
じ
ゃ
な
い
桂
だ
」

こ
う
い
う
と
ヅ
ラ
は
何
故
か
猫
背
で
立
っ
た
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桂
「
ど
う
も
、
Ｌ
で
す
。
」

銀
時
「
何
が
Ｌ
だ
。
デ
ス
ノ
ー
ト
の
読
み
過
ぎ
だ
」

銀
時
「
で
は
第
一
発
見
者
証
言
を
言
っ
て
下
さ
い
」

桂
は
銀
時
を
無
視
し
て
第
一
発
見
者
で
あ
る
澪
に
聞
い
た
。

澪
「
は
い
。
あ
れ
は
私
が
隅
っ
こ
の
方
で
着
替
え
て
た
時
で
し
た
。
や
け
に
光

る
物
が
あ
っ
た
の
で
何
か
な
ー
と
思
っ
た
ら
カ
メ
ラ
で
し
た
。
そ
の
後
何
か
声

が
し
ま
し
た
け
ど
誰
の
声
だ
か
は
っ
き
り
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
」

桂
「
そ
う
で
す
か
・
・
・
」

早
苗
「
あ
の
、
」

こ
こ
で
早
苗
が
手
を
挙
げ
た

桂
「
ど
う
ぞ
」

早
苗
「
私
、
あ
の
後
廊
下
で
何
者
か
が
や
け
に
長
い
も
の
を
持
っ
て
走
っ
て
る

の
を
見
ま
し
た
」

桂
「
フ
ム
フ
ム
・
・
・
で
は
そ
れ
が
異
常
に
改
造
さ
れ
た
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
」

悟
空
「
そ
れ
は
ち
げ
ー
ぞ
」

こ
こ
で
悟
空
が
不
満
げ
に
手
を
挙
げ
た

悟
空
「
あ
り
ゃ
購
買
部
で
数
量
限
定
で
売
ら
れ
て
い
る
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
パ
ー
ア

ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
の
事
だ
よ
。
今
日
の
プ
ー
ル
の
帰
り
に
買
っ
て

行
っ
た
ん
だ
よ
」

早
苗
「
じ
ゃ
あ
私
が
見
た
の
は
・
・
・
」

悟
空
「
オ
ラ
の
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
だ
。
」

銀
時
「
う
ー
ん
・
・
・
こ
れ
で
事
件
は
」

こ
こ
で
風
紀
委
員
が
入
っ
て
来
た
。
手
に
は
何
か
が
覗
い
て
い
る
。

風
紀
委
員
「
校
舎
裏
に
異
様
に
改
造
さ
れ
た
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
が
あ
り
ま
し
た

！
」

銀
時
「
本
当
に
あ
っ
た
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
」

銀
時
が
中
を
除
く
と
そ
れ
は
２
，
３
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
長
さ
の
カ
メ
ラ
の
レ
ン

ズ
だ
っ
た
。

銀
時
「
ど
こ
で
売
っ
て
ん
だ
？
こ
ん
な
も
ん
」

呆
れ
な
が
ら
銀
時
は
言
っ
た
。
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銀
時
「
他
に
証
言
が
あ
る
人
」

し
～
ん

銀
時
「
も
う
い
な
い
み
た
い
だ
な
」

桂
「
だ
が
カ
メ
ラ
の
レ
ン
ズ
を
調
べ
れ
ば
何
と
か
な
る
！
」

こ
こ
で
桂
は
何
か
の
粉
と
麺
棒
ら
し
き
も
の
を
バ
ッ
ク
か
ら
取
り
出
し
た

桂
「
こ
れ
で
指
紋
を
調
べ
る
」

慣
れ
た
手
つ
き
で
桂
は
指
紋
を
調
べ
る
。
・
・
・
・
・
だ
が
、

桂
「
だ
め
だ
、
指
紋
は
見
つ
か
ら
な
い
」

銀
時
「
ま
じ
か
よ
・
・
・
」

誰
も
が
そ
う
思
っ
た
そ
の
時
！
ま
た
一
人
風
紀
委
員
が
入
っ
て
来
た

風
紀
委
員
「
先
生
！
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
見
つ
け
ま
し
た
！
」

銀
時
「
で
か
し
た
ァ
！
」

銀
時
が
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
保
存
さ
れ
て
い
る
写
真
デ
ー
タ
を
調
べ
た
・
・
・

そ
し
て

銀
時
「
ビ
ン
ゴ
だ
。
こ
い
つ
に
盗
撮
さ
れ
た
写
真
が
あ
っ
た
。
今
日
の
日
付
だ
」

女
子
た
ち
「
ぐ
ぐ
ぐ
・
・
・
」

こ
こ
で
女
子
の
怒
り
が
有
頂
天
に
な
っ
た
。

銀
時
「
お
い
お
い
お
い
、
ま
だ
怒
り
爆
発
す
る
な
よ
。
絶
命
奥
義
出
す
の
は
犯

人
だ
け
に
し
ろ
」

藍
「
で
、
指
紋
は
？
」

こ
こ
で
桂
が
ま
た
指
紋
を
調
べ
た
。

桂
「
う
～
ん
、
こ
れ
も
だ
め
か
・
・
・
」

銀
時
「
お
い
ヅ
ラ
、
こ
の
カ
メ
ラ
に
何
か
持
ち
主
の
手
が
か
り
と
な
る
写
真
と

か
ね
ー
か
？
」

桂
「
ま
だ
だ
」

銀
時
と
桂
が
写
真
を
調
べ
始
め
た
。

ま
ず
い
・
・
・
本
当
に
ま
ず
い
・
・
・

こ
こ
で
冷
や
汗
を
流
す
の
は
サ
ン
ジ
。
あ
の
カ
メ
ラ
は
サ
ン
ジ
の
物
だ
か
ら
だ
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
騒
動
の
犯
人
は
こ
の
エ
ロ
男
子
ど
も
で
あ
る
。
も
し
見
つ
か
れ
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ば
初
代
サ
ム
ス
ピ
の
ご
と
く
真
っ
二
つ
・
・
・
い
や
サ
ム
ス
ピ
零
の
無
修
正
版

み
た
い
に
酷
い
目
に
会
う
の
は
分
か
っ
て
い
る
。
サ
ン
ジ
は
近
藤
、
東
城
、
ム

ッ
ツ
リ
ー
ニ
と
ア
イ
コ
ン
ト
ク
ト
を
取
り
相
談
を
し
た
。
で
、
結
果
が
出
た

サ
ン
ジ
「
ぐ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
」

近
藤
「
ぐ
お
お
お
お
お
お
お
お
お
！
」

東
城
「
ぐ
え
え
え
え
え
え
え
え
え
！
」

ム
ッ
ツ
リ
ー
ニ
「
ぐ
う
う
う
う
う
う
う
う
う
！
」

四
人
は
い
き
な
り
腹
を
押
さ
え
て
苦
し
そ
う
に
悶
え
た

銀
時
「
ど
う
し
た
？
」

サ
ン
ジ
「
い
・
・
・
い
き
な
り
腹
が
ァ
ァ
ァ
ァ
！
」

東
城
「
で
・
・
・
出
る
ぅ
！
」

銀
時
「
オ
イ
オ
イ
、
急
だ
な
。
早
く
ト
イ
レ
行
っ
て
来
い
。
」

近
藤
「
あ
・
・
・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
う
ぅ
ぅ
ぅ
！
」

変
な
格
好
で
四
人
は
出
て
行
っ
た
。
・
・
・
も
ち
ろ
ん
腹
痛
は
嘘
。
こ
の
間
に

と
ん
ず
ら
し
て
し
ま
お
う
と
い
う
事
だ
っ
た

サ
ン
ジ
「
い
い
か
・
・
・
息
を
ひ
そ
め
て
行
く
ぞ
」

近
藤
「
あ
あ
・
・
・
だ
が
ど
う
や
っ
て
学
院
か
ら
出
れ
ば
・
・
・
」

ム
ッ
ツ
リ
ー
ニ
「
・
・
・
・
・
あ
」

こ
こ
で
サ
ン
ジ
達
の
目
に
映
っ
た
も
の
は
ダ
ブ
ル
オ
ー
ガ
ン
ダ
ム

サ
ン
ジ
「
ア
レ
乗
っ
て
行
く
ぞ
」

近
藤
「
お
う
」

四
人
は
息
を
ひ
そ
め
、
ス
マ
ー
ト
に
ダ
ブ
ル
オ
ー
ガ
ン
ダ
ム
に
乗
り
誰
の
目
に

も
映
ら
ず
学
院
か
ら
出
た
・
・
・
は
ず
だ
っ
た

次
の
日

刹
那
「
な
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
！
！
！

！
！
！
！
！
」

慧
音
「
ど
う
し
た
ん
だ
？
刹
那
」

Ｍ
Ｓ
専
用
駐
車
場
で
慧
音
が
む
な
し
い
悲
鳴
を
上
げ
る
刹
那
に
聞
い
た

何
故
Ｍ
Ｓ
専
用
駐
車
場
あ
る
の
は
ガ
ン
ダ
ム
キ
ャ
ラ
が
出
る
か
ら
で
あ
る
。
因
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み
に
作
者
は
シ
ャ
ア
が
１
番
で
刹
那
は
２
番
目

刹
那
「
俺
の
・
・
・
俺
の
ガ
ン
ダ
ム
が
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
！
！
！
！

！
！
！
」

慧
音
「
・
・
・
ガ
ン
ダ
ム
が
な
い
の
か
？
」

刹
那
「
そ
う
だ
！
誰
か
が
盗
ん
だ
ん
だ
！
」

慧
音
「
・
・
・
大
袈
裟
じ
ゃ
な
い
の
か
？
」

刹
那
「
何
が
大
袈
裟
だ
！
ガ
ン
ダ
ム
は
俺
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
だ
！
俺
の
命

な
ん
だ
！
こ
ん
な
こ
と
す
る
奴
は
許
さ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ん
！
！
！
！
！
！
！
！

！
」

刹
那
の
怒
り
が
有
頂
天
に
な
っ
た

悟
空
「
結
局
犯
人
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
な
ー
」

ル
フ
ィ
「
で
も
今
日
も
や
る
み
て
ー
だ
ぞ
。
犯
人
探
し
」

２
Ｚ
の
生
徒
達
は
昨
日
の
話
で
盛
り
上
が
っ
た
。
男
子
は
よ
く
あ
ん
な
こ
と
す

る
よ
な
ー
と
か
ば
か
じ
ゃ
ね
ー
の
？
な
ど
と
哀
れ
み
の
コ
メ
ン
ト
が
多
か
っ
た

が
女
子
は
ま
だ
怒
り
が
有
頂
天
だ
っ
た

銀
時
「
は
ー
い
て
め
ー
ら
ぁ
席
つ
け
ぇ
」

今
日
は
珍
し
く
は
早
め
に
銀
時
が
現
れ
た

銀
時
「
ま
ず
、
大
事
な
話
を
す
る
。
昨
日
、
刹
那
の
愛
機
、
ダ
ブ
ル
オ
ー
ガ
ン

ダ
ム
が
何
者
か
に
よ
っ
て
盗
ま
れ
た
。
そ
れ
で
刹
那
先
生
の
怒
り
は
有
頂
天
だ
。

こ
れ
か
ら
こ
の
調
査
と
と
も
に
昨
日
の
変
態
ど
も
の
捜
索
を
す
る
」

で
、
こ
こ
で
汗
を
か
い
て
い
る
の
は
昨
日
の
の
ぞ
き
事
件
の
犯
人
の
４
エ
ロ
で

あ
る

銀
時
「
ん
？
ど
し
た
ー
、
汗
ぐ
っ
し
ょ
り
か
い
て
、
気
分
で
も
悪
い
か
？
」

サ
ン
ジ
「
は
・
・
は
い
！
そ
う
で
す
！
」

銀
時
「
オ
イ
オ
イ
、
大
丈
夫
か
？
保
健
室
行
っ
て
来
い
。
」

サ
ン
ジ
「
わ
・
・
・
分
か
り
ま
し
た
！
」

と
こ
こ
で
４
エ
ロ
は
教
室
を
出
て
行
っ
た
。

近
藤
「
お
い
や
べ
ー
ぞ
、
ま
さ
か
こ
ん
な
こ
と
に
な
る
な
ん
て
」

サ
ン
ジ
「
俺
だ
っ
て
予
想
し
て
ね
ー
よ
。
ま
さ
か
昨
日
の
ガ
ン
ダ
ム
か
？
」
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ム
ッ
ツ
リ
ー
ニ
「
・
・
・
あ
れ
・
・
・
ド
ブ
川
に
捨
て
た
な
・
・
・
」

サ
ン
ジ
「
・
・
・
・
・
・
・
あ
あ
」

４
人
は
そ
の
ま
ま
学
院
に
出
た
。
丁
度
そ
の
時
間
帯
は
体
育
を
や
っ
て
無
く
す

ん
な
り
と
学
院
を
出
れ
た
・
・
・
は
ず
だ
っ
た

 昼
休
み

憂
「
ち
ょ
っ
と
、
お
ね
ー
ち
ゃ
ー
ん
」

唯
の
妹
で
あ
る
憂
が
２
Ｚ
へ
来
た
。

唯
「
ど
う
し
た
の
憂
？
」

憂
「
今
日
の
一
時
間
目
に
お
ね
ー
ち
ゃ
ん
の
ク
ラ
ス
の
人
が
校
門
を
出
て
く
の

を
見
か
け
た
ん
だ
け
ど
。
あ
と
昨
日
、
同
じ
人
が
ガ
ン
ダ
ム
に
乗
っ
て
出
て
行

っ
た
ん
だ
け
ど
・
・
・
」

憂
の
言
葉
に
反
応
し
た
の
が
丁
度
ガ
ン
ダ
ム
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
バ
ー
サ
ス
で
遊

ん
で
い
た
銀
時
と
刹
那

銀
時
「
ち
ょ
っ
と
い
い
か
？
そ
の
こ
と
し
っ
か
り
と
話
し
て
く
れ
」

憂
「
は
い
」

憂
は
今
日
の
事
、
そ
し
て
昨
日
の
事
を
話
し
た
。

銀
時
「
お
い
お
い
お
い
・
・
・
あ
い
つ
ら
の
犯
人
フ
ラ
グ
が
も
う
ピ
ン
ピ
ン
じ

ゃ
ね
ー
か
。
い
や
死
亡
フ
ラ
グ
か
」

刹
那
「
奴
ら
・
・
・
許
さ
ん
！
」

話
を
聞
い
た
怒
り
の
オ
ー
ラ
爆
発
の
刹
那
。
と
こ
こ
で
昨
日
の
カ
メ
ラ
を
い
じ

く
っ
て
い
た
ル
フ
ィ
が
叫
ん
だ

ル
フ
ィ
「
お
い
こ
れ
、
サ
ン
ジ
の
部
屋
じ
ゃ
ね
ー
か
？
」

ル
フ
ィ
の
言
葉
で
ク
ラ
ス
中
が
ル
フ
ィ
の
前
に
集
ま
っ
た

銀
時
「
確
か
に
こ
れ
は
エ
ロ
コ
ッ
ク
の
部
屋
だ
」

ル
フ
ィ
「
そ
う
だ
な
」

新
八
「
ま
さ
か
・
・
・
」

銀
時
「
あ
あ
。
犯
人
は
サ
ン
ジ
だ
な
」

神
楽
「
一
緒
に
消
え
た
ゴ
リ
ラ
と
糸
目
と
ム
ッ
ツ
リ
ー
ニ
も
怪
し
い
ア
ル
・
・
・

・
」
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こ
こ
で
全
員
が
確
信
し
た
。
犯
人
は
あ
い
つ
ら
だ

 放
課
後

近
藤
「
俺
た
ち
死
な
な
い
よ
な
！
？
」

サ
ン
ジ
「
俺
は
世
界
の
レ
デ
ィ
と
仲
良
く
な
る
ま
で
死
な
な
い
！
」

サ
ン
ジ
が
言
っ
た
後
・
・
・
上
空
で
何
か
通
っ
た

ム
ッ
ツ
リ
ー
ニ
「
・
・
・
・
・
飛
行
機
？
」

東
城
「
違
う
・
・
・
ガ
ン
ダ
ム
だ
！
」

飛
行
機
で
は
な
く
・
・
・
ガ
ン
ダ
ム
エ
ク
シ
ア
だ
っ
た
。
乗
っ
て
る
の
は
勿
論

刹
那
で
あ
る

４
バ
カ
「
ギ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

ア
ア
！
！
！
！
！
！
！
！
」

刹
那
「
貴
様
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
！
！
！
！
！
！
！
ガ
ン
ダ
ム
を
奪
っ
た
罪
を
償
っ

て
も
ら
う
！
！
！
！
！
！
ト
ラ
ン
ザ
ム
！
！

」刹
那
が
ト
ラ
ン
ザ
ム
を
起
動
さ
せ
Ｇ
Ｎ
ソ
ー
ド
改
で
４
エ
ロ
に
斬
り
か
か
っ
た

４
エ
ロ
「
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
！
」

刹
那
「
待
て
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
ェ
！
」

４
人
は
全
速
力
で
逃
げ
た
！
近
く
に
あ
っ
た
壁
に
隠
れ
て
何
と
か
目
を
免
れ
た

４
エ
ロ
「
ハ
ァ
・
・
ハ
ァ
・
・
こ
れ
で
・
・
・
」

安
心
し
た
の
も
束
の
間

霊
夢
（
鬼
巫
女
）
「
悲
し
み
の
～
向
こ
う
～
へ
と
～
♪
」

妙
「
辿
り
着
け
る
な
ら
～
♪
」

天
子
「
僕
は
も
う
～
要
ら
な
い
よ
～
♪
」

翔
子
「
ぬ
く
も
り
明
日
も
～
♪
」

後
ろ
か
ら
ス
ク
イ
ズ
の
Ｂ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
テ
ー
マ
の
『
悲
し
み
の
向
こ
う
へ
』
の

合
唱
が
聞
こ
え
て
き
た
。
後
ろ
を
振
り
返
る
と
怒
り
が
有
頂
天
の
２
Ｚ
女
子
メ

ン
バ
ー
が
い
て
、
霊
夢
に
至
っ
て
は
鬼
巫
女
に
な
っ
て
い
た

サ
ン
ジ
「
あ
・
・
・
あ
の
ぉ
・
・
・
」

近
藤
「
え
・
・
・
え
～
っ
と
ぉ
～
・
・
・
」
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謝
ろ
う
と
し
た
が
あ
ま
り
の
恐
ろ
し
さ
で
少
し
ひ
い
た
。
逃
げ
よ
う
と
し
た
ら

そ
の
後
ろ
か
ら
ハ
リ
ヤ
ー
の
音
が
聞
こ
え
た
。
と
こ
こ
で
サ
ン
ジ
は
高
笑
い
を

し
た

サ
ン
ジ
「
い
や
ー
ま
い
っ
た
ま
い
っ
た
。
ま
さ
か
こ
う
な
る
と
は
こ
の
俺
も
予

想
が
つ
か
な
か
っ
た
よ
。
で
も
こ
の
逃
走
劇
。
ス
リ
ル
が
あ
っ
て
面
白
か
っ
た

よ
。
ま
た
時
間
が
あ
っ
た
ら
相
手
を
し
よ
う
」

２
Ｚ
女
子
メ
ン
バ
ー
＋
刹
那
「
か
っ
こ
つ
け
ん
な
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
」

刹
那
と
女
子
メ
ン
バ
ー
が
４
エ
ロ
に
襲
い
掛
か
っ
た
。
こ
の
後
の
展
開
は
皆
さ

ん
の
予
想
通
り
の
展
開
で
す
♪
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第
４
話
：
寒
い
時
の
プ
ー
ル
ネ
タ
は
多
分
ア
リ
（
後
書
き
）

裏
設
定
！

梓
「
色
ん
な
意
味
で
酷
か
っ
た
で
す
ね
・
・
・
こ
の
話
・
・
・
」

魔
理
沙
「
サ
ム
ス
ピ
ネ
タ
に
ス
ク
イ
ズ
の
あ
の
曲
と
か
ね
・
・
・
」

作
者
「
長
編
考
え
て
る
ん
で
言
っ
ち
ゃ
い
ま
す
。
あ
く
ま
で
予
定
で
す
け
ど
」

・
ヴ
ァ
ン
バ
イ
ア
編

最
初
に
や
り
ま
す
。
シ
リ
ア
ス
展
開
で
す

・
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
編

２
月
頃
に
や
る
と
思
い
ま
す
。
結
構
長
く
な
る

・
試
召
戦
争
編

バ
カ
テ
ス
が
入
っ
て
る
か
ら
や
り
た
い
と
思
う
。
凄
い
ぐ
ら
い
長
く
な
り
そ
う

で
す
。

・
デ
ィ
ク
ロ
ニ
ウ
ス
編
（
仮
題
）

俺
オ
リ
ジ
ナ
ル
編
。
エ
ル
フ
ェ
ン
リ
ー
ト
の
ル
ー
シ
ー
を
出
し
ま
ー
す

・
人
気
投
票
編

人
気
投
票
は
何
か
の
記
念
で
や
り
た
い
と
思
う
。
そ
の
時
は
ち
ゃ
ん
と
報
告
す
る

作
者
「
以
上
が
今
考
え
て
い
る
長
編
で
す
」

梓
「
あ
の
・
・
・
エ
ル
フ
ェ
ン
リ
ー
ト
っ
て
な
ん
で
す
か
？
」

作
者
「
そ
れ
は
こ
の
長
編
が
始
ま
っ
た
ら
概
要
を
書
く
。
結
構
グ
ロ
イ
」

梓
「
・
・
・
・
・
・
」

ゆ
っ
く
り
「
次
回
も
よ
ろ
し
く
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

幻想学園の日常
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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